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インフォメーションサービス
Atermの機能や取り扱い方法などでご不明な点がありましたらお問い合わせく
ださい。

■NECパーソナルコミュニケーションインフォメーションセンター

フリーダイヤル 0120-36-1138

代表番号 0471-85-4761
お問い合わせ受付時間　午前9時～12時 午後1時～5時
（土、日曜日、祝日、年末年始、当社の休日はお休みさせていただきます)

お願い�
●パソコンの設置や操作方法などについては、パソコンのサポートセ
ンターなどにお問い合わせください。

●プロバイダの接続条件などについては、プロバイダにお問い合わせ
ください。

● i・ナンバーなどINSネット64のサービスについては、最寄りの
NTT東日本・NTT西日本へお問い合わせください。

NEC PCクリーンスポットの訪問サービス
NECでは、パソコンやAtermの設定をすべてお引き受けする「訪問サービス」
を実施しております。ご自宅などにサービスマンが出張訪問し、設置・接続作
業を有料にて承ります。NEC PCクリーンスポットのサービスメニュー・料金・
電話番号については、『5-4. PCクリーンスポット』を参照してください。
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　NEC BIGLOBEカスタマーサポート
●サービス内容や申し込みに関するお問い合わせ
BIGLOBEインフォメーションデスク

�

0120-86-0962（24時間 年中無休）

●操作方法や環境設定に関するお問い合わせ
BIGLOBEサポートデスク
TEL 03-5446-0962（9:00～12:00, 13:00～18:00 年中無休）
電話番号はおかけ間違えのないようにお願いします。

●e-mail  info@bcs.biglobe.ne.jp
●ホームページ  http://www.biglobe.ne.jp/

（平成12年3月現在）

　BIGLOBEインフォメーションダイヤル
最寄りのアクセスポイントを音声ガイドでご案内します。
また、FAXで代表的なソフトウェアの設定方法、申し込み方法などを
ご案内します。

東　京 03-5972-5488 大　阪 06-6306-9899
名古屋 052-454-2455 札　幌 011-233-6120
福　岡 092-483-6773

■輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには
準拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任
を負いません。また、当社は本製品に関し、海外での保守サービスおよび技
術サポートなどはおこなっておりません。

■ ご注意

（１）本書の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。
（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り、記載漏れなどお気付きの点がありましたらご連絡ください。
（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、

通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきま
しては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

Windows、WindowsCEは米国Microsoft Corporationの米国及び、その他の
国における登録商標です。
Netscape Navigatorは米国Netscape Communications Corporationの
登録商標です。
その他の各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

 © NEC Corporation 2000
日本電気株式会社の許可なく複製、改変などをおこなうことはできません。
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1はじめに

はじめに
エータームアールシー

このたびはAtermRC35（以下RC35と称します）をお買い上げいただきありが
とうございます。
RC35は、Atermのワイヤレスシリーズ親機にワイヤレス子機として接続できる
マルチモバイルカードです。ワイヤレスシリーズ親機があれば、家中どこからでも
面倒な配線なしでインターネットに接続できます。

また、NTT DoCoMoの携帯電話またはドッチーモ（携帯電話通信として）とつな
いでデータ通信カードとしてお使いになれますので、外出先でもインターネットに
接続することができます。

本装置を使用するにはワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、WX1、
IW60、IW60HS DSU）、または本装置に接続可能なNTT DoCoMoの携帯電話
またはドッチーモが必要です。

RC35をワイヤレス子機としてご使用になるには増設登録(ID登録)が必要です。登
録はお近くのNECサービスステーションまたはPCクリーンスポット、お買い上
げいただいた販売店で有料にて承りますのでご相談ください。販売店によっては受
け付けていない場合がありますので電話でご確認ください。

本装置をご使用の前に、本書を必ずお読みください。また、本書は読んだあとも大
切に保管してください。
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安全に正しくお使いいただくために2

警告

こんなときは

● 発煙した場合
万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態
のまま使用すると、火災・感電の原因となります。す
ぐに本装置を装着しているパソコンの電源プラグをコ
ンセントから抜いて、電源をOFFにしてください。煙
が出なくなるのを確認してから、ご購入店またはNEC
サービスステーションに修理をご依頼ください。お客
様による修理は危険ですので、絶対におやめください。

STOP

安全に正しくお使いいただくために

 安全に正しくお使いいただくための表示について

本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全
に正しくお使いいただくために守っていただきたい事項を示しています。その表示
と図記号の意味は次のようになっています。

警　告 ：人が死亡する、または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

注　意 ：人が損害を負う可能性が想定される内容、およ
び物的損害のみの発生が想定される内容を示し
ています。

お願い ：本装置の本来の性能を発揮できなかったり、機
能停止をまねく内容を示しています。

■ 絵表示の例
 記号は禁止の行為であることを告げるものです。

図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が
描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるもの
です。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコ
ンセントから抜く）が描かれています。
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安全に正しくお使いいただくために 3
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警告
● 水がかかった場合

万一、水などがかかった場合は、すぐに本体を接続し
ているパソコンの電源プラグをコンセントから抜いて、
電源をOFFにしてください。ご購入店またはNECサー
ビスステーションにご連絡ください。そのまま使用す
ると漏電して、火災・感電の原因となります。

● 破損した場合
パソコンに本装置を装着しているときに万一、落とし
たり破損した場合は、すぐに本体を接続しているパソコ
ンの電源プラグをコンセントから抜いて、電源をOFF
にしてください。ご購入店またはNECサービスステー
ションに修理をご依頼ください。そのまま使用すると、
火災・感電の原因となることがあります。
本装置を破損した場合は、パソコンに装着しないでく
ださい。

禁止事項

● 分解・改造の禁止
本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の
原因となります。

● ぬらすことの禁止
本装置に水が入ったりぬらしたりしないようにご注意
ください。漏電して火災・感電の原因となります。

● ぬれた手での操作禁止
ぬれた手で本装置を操作したり、接続したりしないで
ください。感電の原因となります。

設置場所

● 使用禁止区域での注意
航空機内や病院内などの携帯電話の使用を禁止された
区域では、本装置の電源を切ってください。電子機器
や医用機器に影響を与え、事故の原因となります。
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安全に正しくお使いいただくために4

STOP

警告
● ペースメーカを装着されている方の注意

植え込み型心臓ペースメーカを装着されている方は、本
装置をペースメーカ装着部から22cm以上離して使用し
てください。電波により影響を受ける恐れがあります。

注意

禁止事項

● 乗ることの禁止
本装置の上に乗らないでください。特に、小さなお子
さまのいるご家庭ではご注意ください。壊れてけがの
原因となることがあります。

その他のご注意

● 雷のときの注意
雷が鳴りだしたら、本体に接続されているパソコンの
電源コードに触れたり周辺機器の接続をしたりしない
でください。落雷による感電の原因となります。

 お願い
● 動作中に接続コード類がはずれたり、接続が不安定に

なると誤動作の原因となります。動作中は、コネクタ
の接続部には絶対に触れないでください。

● 本装置を安全に正しくお使いいただくために、次のよ
うな所での使用は避けてください。
・ほこりや振動が多い場所
・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
・強い磁界を発生する装置が近くにある場所
・高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機
などが近くにある場所

● テレビやラジオにノイズが入ることがあります。また
コードレス電話や携帯電話などで通話中のときにノイ
ズが入ることがあります。その場合は本装置から距離
をおいてご使用ください。

RC35はじめに(1-8) 00.2.18, 4:38 PM4



安全に正しくお使いいただくために 5
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 お願い
● ワイヤレスシリーズ親機と本装置の距離が近すぎると、

通話にノイズが入ったりデータ通信でエラーが発生す
る場合があります。

● 本装置とコードレス電話機の距離が近すぎると通信が
切れる場合があります。

日ごろのお手入れ

汚れたら、乾いた柔らかい布でふきとってください。汚
れのひどいときは、中性洗剤を含ませた布でふいたあ
と、乾いた布でふきとってください。化学ぞうきんの
使用は避けてください。ベンジン、シンナーなどの有
機溶剤、アルコールは絶対に使用しないでください。変
形や変色の原因となることがあります。

お知らせ

本装置プラスチック部品の一部に、光の具合によって
はキズに見える部分があります。プラスチック部品の
製作過程で生じることがあるもので、構造上及び機能
上は問題ありません。

STOP
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本書について6

本書について

本書は以下の構成になっています。
2～4章はお使いの環境に応じて必要な章をお読みください。

章 容内

1章 に前の用使ご
53CR 名の部各、と介紹の法方用利の

明説をとこいたきだたいてし認確や前
。すまし

2章 89swodniW/59swodniW
を は方のい使お

89swodniW/59swodniW たし載搭を
にンコソパ 53CR ネータンイでいなつを

。すまし明説を順手るす続接にトッ

3章 0002swodniW い使おを
は方の

0002swodniW ンコソパたし載搭を
に 53CR 接にトッネータンイでいなつを

。すまし明説を順手るす続

4章 ECswodniW 方のい使おを
は

ECswodniW Ⅱアギルイバモたし載搭を
に 53CR 接にトッネータンイでいなつを

。すまし明説を順手るす続

5章 はにきとたっ困
起がルブラトのどな」いなきでが続接「
先せわ合い問お、と法方決解のきとたき

。すまし介紹を

6章 録付
るす信通ターデ線内で間機子スレヤイワ

、や定設の合場 TA をどな語用、ドンマコ
。すまし介紹
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1．ご使用の前に

RC35の利用方法の紹介と、各部の名前や確認していただきたい
ことを説明します。

RC35でできること

お使いになる前に

箱の中身を確認する

各部の名前とはたらき
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10 1-1. RC35でできること

1-1. RC35でできること
RC35は、ワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、WX1、IW60、
IW60HS DSU）の子機として使用できるマルチモバイルカードです。家では親機
経由でアナログ電話回線またはINSネット64からインターネットに接続、外出先
では携帯電話でインターネットに接続、といった使い分けができます。

親機経由でインターネットに接続する

RC35の無線機能でワイヤレスシリーズ親機を経由し、アナログ電話回線
または INSネット64に接続できます。

ノートパソコン�

モバイルギアⅡ�

アナログ�
電話回線�

WM56�
ワイヤレス接続�

ワイヤレスモデム�

IW50/Dなど�

INSネット�
64

ワイヤレス�
ターミナルアダプタ�

または� または�PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC35

RC35_1章(9-18) 00.2.18, 3:47 PM10



111-1. RC35でできること
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■ RC35に対応するワイヤレスシリーズ親機
（平成12年3月現在）

ズーリシスレヤイワ
機親 線回続接

の間区線無
度速信通

）間機子・親（

ので由経線回
度速効実高最

65MWmretA 線回話電グロナア K23SFAIP
はたま

K46SFAIP

時信受 spbk65
時信送 spbk6.33

D/05WImretA

SNI トッネ 46

spbk4.85

1XWmretA
ImretA 06W

SH06WImretA USD
K23SFAIP spbk2.92

お知らせ�

● 接続の確認ができているモバイルギアⅡはWindowsCE3.0を搭載
したNEC MC-R700、MC-R520、MC/R320です。（平成12年
3月現在）

● 接続の実効速度はパソコンやプロバイダ、無線区間の電波状態などに
よって変動します。

● AtermWM56は回線の状況によって通信速度が変化します。
● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別して着信します。
● ワイヤレスシリーズ親機からRC35に電波が届く範囲は、間に障害物

が何もない状態で約100mです。鉄筋壁、防音壁、断熱壁などの設置
環境によっては100m以内でも電波が届かない場合があります。

RC35_1章(9-18) 00.2.18, 3:47 PM11



12 1-1. RC35でできること

携帯電話でインターネットに接続する

RC35に携帯電話またはドッチーモをつなぎ、デジタル移動通信網を経由し
て9600bpsの速度でインターネットに接続できます。

9600bps

デジタル�
移動通信網�

ノートパソコン�

モバイルギアⅡ�

または�

RC35

携帯電話�
または�

ドッチーモ�

お知らせ�

● RC35にドッチーモを接続した場合、ドッチーモは携帯電話として
機能します。

● 携帯電話を用いた9600bps通信はアナログモデムに直接ダイヤル
して通信をおこなうことができます。

パソコン�

RC35

携帯電話�

基地局�

交換機・モデム�

公衆回線�
キャリア速度�
14400bps

パソコン�

モデム�

デジタル�
移動通信網� ネットワーク�

無線回線速度�
9600bps

通信時�
2400bps�

～115200bps

● パケット通信はできません。
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内線データ通信をする

ワイヤレスシリーズ親機を介して、AtermRS20などのリモートステー
ションと内線データ通信ができます。（「6-2.内線データ通信」→P.133）

■ 親・子機間通信

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC35
IW50/D

■ 子機間通信

ワイヤレスシリーズ親機�

RC35

リモート�
ステーション�

PIAFS32K�

お知らせ�
● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別して着信します。
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14 1-2. お使いになる前に

1-2.お使いになる前に
RC35をお使いになる前に、以下の確認をしてください。

親機経由で使うには

■ 増設登録
ワイヤレスシリーズ親機の子機としてRC35を登録する増設登録（ID登
録）が必要です。増設登録はNECサービスステーション（→P.124）ま
たは販売店・PCクリーンスポット（→P.127）で有料にて承っており
ますので、お問い合わせください。

■ 無線ポートの設定
ワイヤレスシリーズ親機で無線ポートの設定をします。IW50/Dの場合
にこの設定をおこなうと、RC35でプロトコル変換モードまたはPIAFS
スルーモードの接続ができるようになります。設定をしないと、プロト
コル変換モードでの接続になります。
詳細はお使いになるワイヤレスシリーズ親機の取扱説明書を参照してく
ださい。

お知らせ�

● 1台のRC35を最大4台のワイヤレスシリーズ親機の子機として増
設登録できます。ただし、同時に通信が可能なワイヤレスシリーズ親
機は1台です。（「6-1. 接続する親機の選択」→P.132）

お願い�
● 1台のワイヤレスシリーズ親機に同一のRC35を重複して増設登録

しないでください。

携帯電話を接続して使うには

接続する携帯電話またはドッチーモの機種を確認してください。接続できる
機種は、下記でご確認ください。

「AtermStation」ホームページ http://aterm.cplaza.ne.jp/

（平成12年3月現在）
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インターネットに接続するには

■ プロバイダとの契約
インターネットに接続するには、インターネット接続代行業者（プロバ
イダ）との契約が必要です。インターネットの設定は、プロバイダに指
定されたユーザ設定情報などの資料の内容を設定します。
申し込み方法などの詳細はプロバイダにお問い合わせください。

■ ホームページを表示するソフトウェア
ホームページを表示するには、『Internet Explorer（インターネット・
エクスプローラ）』や『Netscape Navigator（ネットスケープ・ナビ
ゲータ）』などのブラウザソフトが必要です。ブラウザソフトはパソコン
またはモバイルギアⅡに添付されている場合がありますので、確認して
ください。
詳細はソフトウェアメーカにお問い合わせください。

■ 電子メールを送受信するソフトウェア
電子メールを送受信するには、『Outlook Express（アウトルック・エ
クスプレス）』などの電子メールソフトが必要です。電子メールソフトは
パソコンまたはモバイルギアⅡに添付されている場合がありますので、
確認してください。
詳細はソフトウェアメーカにお問い合わせください。
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16 1-3. 箱の中身を確認する

��

1-3.箱の中身を確認する
箱を開けたら次のものがそろっているか確認してください。不足しているものがあ
りましたら、お買い上げいただいた販売店にご連絡ください。

携帯電話接続ケーブル

CD-ROM
「AtermRC35ユーティリティ集」

保証書

●携帯電話またはドッチーモとRC35を接続する
ケーブルです。

●Windows95/98/2000のパソコンで設定す
るためのソフトウェアが保存されています。

フロッピーディスク
「モデム情報ファイル」

AtermRC35本体

●Windows95/98/2000用のモデム情報ファ
イルが保存されています。

取扱説明書（本書）
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1-4. 各部の名前とはたらき

RC35本体

1  PCカードスロット接続コネクタ�

2  状態表示LED

3  ケーブル接続コネクタ（16芯）�

�

1 PCカードスロット接続コネクタ
パソコンまたはモバイルギアⅡのPCカードスロット(Type Ⅱ)に接続す
るコネクタです。

2 状態表示LED
RC35の状態をランプで表示します。

3 ケーブル接続コネクタ(コネクタカバー付き)
携帯電話接続ケーブルをつなぐコネクタです。
ケーブルを接続するときは、コネクタカバーを外してケーブルを差します。
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18 1-4. 各部の名前とはたらき

LEDランプの表示

DEL 態状のプンラ 態状信通

滅点くやはで色赤
（ 2.0 ）灯消／灯点にきお秒

中信発

中信着

きとい悪が態状波電で中信通

滅点とりくっゆで色赤
（1 ）灯消／灯点にきお秒 きとい悪が態状波電

灯点で色赤

中信通

きとたし断切

）きとの内圏（中機待

灯消

きとの外圏

アギルイバモはたまンコソパ II らか 53CR
きといないてれさ給供が源電に

携帯電話接続ケーブル

5  携帯電話接続コネクタ 

4  RC35接続コネクタ�

4 RC35接続コネクタ
RC35本体のケーブル接続コネクタに差します。

5 携帯電話接続コネクタ
携帯電話またはドッチーモのケーブル接続コネクタに差します。
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2. Windows95/Windows98を
お使いの方は

Windows95/Windows98を搭載したパソコンにRC35をつな
いでインターネットに接続する手順を説明します。

RC35を接続する

モデム情報ファイルをインストールする

ネットワークの設定をする

らくらくウィザードで設定する

インターネットに接続する

Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
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20 2-1. RC35を接続する

2-1. RC35を接続する

RC35とパソコンを接続する

RC35は、PCMCIA2.1/JEIDA V4.2以降に対応したPCMCIA TypeⅡ
スロットを搭載しているWindows® 95/Windows® 98のパソコンに接続
できます。

RC35を接続するパソコンを起動します。

● ワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、WX1、IW60、
IW60HS DSU）を経由して接続するときは、 に進みます。

携帯電話またはドッチーモとRC35を添付の携帯電話接続ケーブルで
接続します。

RC35

パソコンのPCカードスロットにRC35を取り付けます。

RC35に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC35

→モデム情報ファイルがすでにインストールされている場合は、タスクトレイに
PCカードアイコンが表示されます。

● モデム情報ファイルをインストールしていない場合は、「2-2. モデム
情報ファイルをインストールする」（→P.22）に進みます。
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RC35の取り外しかた

タスクトレイのPCカードアイコンをクリックし、［AtermRC35の
中止］を選択します。

→「このデバイスは安全に取りはずせます。」と表示されます。

●「このデバイスは取りはずせません」と表示された場合は、RC35を
使用しているアプリケーションソフトを終了してからもう一度 の
操作をおこなってください。

  OK   ボタンをクリックします。

RC35のLEDランプが消えたことを確認し、パソコンのPCカードス
ロットの取り出しボタンを押してRC35を取り出します。

お願い�
● RC35の設定をするときには、RC35をパソコンに取り付けた状態

で設定してください。
● 携帯電話を接続して使用する場合は、RC35と携帯電話を接続した

状態でパソコンに取り付けてください。RC35を先にパソコンに取
り付けた状態で携帯電話の接続をすると、正しく認識されないことが
あります。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのパソコンの取扱
説明書を参照してください。

RC35_2章(19-34) 00.2.18, 3:50 PM21



22 2-2. モデム情報ファイルをインストールする

2-2. モデム情報ファイルをインストールする
モデム情報ファイルをパソコンにインストールし、RC35を「使用するモデム」と
して設定します。添付のフロッピーディスク『モデム情報ファイル』、またはCD-
ROM『AtermRC35ユーティリティ集』を用意してください。

Windows98をお使いの方は

Windows95をお使いの場合は、「Windows95をお使いの方は」(→P.25)
を参照してください。

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

→「新しいハードウェアが検出されました。必要なソフトウェアを探していま
す。」と表示されたあと、［新しいハードウェアの追加ウィザード］画面が表示
されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「検索方法を選択してください。」と表示されます。

「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する」を選択し、  次へ   ボ
タンをクリックします。
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232-2. モデム情報ファイルをインストールする

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに「AtermRC35ユーティリティ集」の
メニュー画面が表示された場合は、メニュー画面の 終了 ボタンを
クリックして「AtermRC35ユーティリティ集」を終了させます。

「フロッピーディスクドライブ」または「CD-ROMドライブ」をクリッ

クして  にします。

● モデム情報ファイルを検索するドライブ（ でセットしたドライ
ブ）を選択します。

  次へ    ボタンをクリックします。

→「次のデバイス用のドライバファイルを検索します。」と表示されます。

画面に「AtermRC35」と表示されていることを確認し、  次へ   ボ
タンをクリックします。

●「AtermRC35」と表示されない場合は  でモデム情報ファイルを
検索するドライブを正しく指定したかを確認してください。

→「新しいハードウェアデバイスに必要なソフトウェアがインストールされまし
た。」と表示されます。

RC35_2章(19-34) 00.2.18, 3:51 PM23



24 2-2. モデム情報ファイルをインストールする

  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「2-3. ネットワークの設定をする」（→P.28）に進みます。
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Windows95をお使いの方は

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

→「新しいハードウェアが検出されました。必要なソフトウェアを探していま
す。」と表示されます。

このあとの手順はWindows95のバージョンによって異なります。次
のどちらかを実行します。

■［デバイスドライバウィザード］画面が表示された場合
■［新しいハードウェア］画面が表示された場合（→P.26）

［デバイスドライバウィザード］画面が表示された場合

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに「AtermRC35ユーティリティ集」の
メニュー画面が表示された場合は、メニュー画面の 終了 ボタン
をクリックして「AtermRC35ユーティリティ集」を終了させます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→「AtermRC35」のドライバが検出されます。
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26 2-2. モデム情報ファイルをインストールする

  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「2-3. ネットワークの設定をする」（→P.28）に進みます。

［新しいハードウェア］画面が表示された場合

「ハードウェアの製造元が提供するドライバ」を選択して   OK   ボタ
ンをクリックします。

→［フロッピーディスクからのインストール］画面が表示されます。

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットします。

● CD-ROMをセットしたあとに「AtermRC35ユーティリティ集」の
メニュー画面が表示された場合は、メニュー画面の 終了 ボタン
をクリックして「AtermRC35ユーティリティ集」を終了させます。
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「配布ファイルのコピー元」にフロッピーディスクまたはCD-ROMを
セットしたドライブを指定して   OK   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了します。

●「2-3. ネットワークの設定をする」（→P.28）に進みます。
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28 2-3. ネットワークの設定をする

2-3. ネットワークの設定をする
インターネットにダイヤルアップ接続をするための設定をします。

ダイヤルアップネットワークの確認

「ダイヤルアップネットワーク」がパソコンにインストールされているか確
認します。ダイヤルアップネットワークがすでにインストールされている場
合は、「ネットワークプロトコルの設定」（→P.31）に進みます。

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示されます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコンがあるか確認します。

●［ダイヤルアップネットワーク］アイコンがある場合は、「ネットワー
クプロトコルの設定」（→P.31）に進みます。

RC35_2章(19-34) 00.2.18, 3:51 PM28



292-3. ネットワークの設定をする

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

「ダイヤルアップネットワーク」アイコンがない場合

ダイヤルアップネットワークをパソコンに組み込みます。
● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては画面が異

なることがあります。

Windows98のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットします。

● Windows98が初めからインストールされているパソコンのほとん
どは、ハードディスクにCD-ROMの内容がコピーされています。こ
の場合はCD-ROMをセットする必要はありません。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。

→[アプリケーションの追加と削除のプロパティ］画面が表示されます。

［Windowsファイル］タブをクリックします。

「ファイルの種類」の中の「通信」が  になっている状態で「通信」
を選択し、   詳細   ボタンをクリックします。

  

→［通信］画面が表示されます。
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30 2-3. ネットワークの設定をする

「ダイヤルアップネットワーク」をクリックして  にし、  OK   ボタ
ンをクリックします。

→[アプリケーションの追加と削除のプロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→インストールが完了し、［コントロールパネル］ウィンドウにもどります。

パソコンを再起動します。
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ネットワークプロトコルの設定

インターネットにダイヤルアップ接続するには、次の3つのネットワークコ
ンポーネントが必要です。

■ Microsoftネットワーククライアント
■ ダイヤルアップアダプタ
■ TCP/IP

パソコンにこれらが組み込まれているか確認し、足りないものがある場合は
追加します。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

●［ネットワーク］アイコンは図と異なることがあります。

→［ネットワーク］画面が表示されます。
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32 2-3. ネットワークの設定をする

「現在のネットワークコンポーネント」にMicrosoftネットワークク
ライアント、ダイヤルアップアダプタ、TCP/IPがあるか確認します。

〈例〉この図の場合は「TCP/IP」が不足しています。

● 3つのコンポーネントがすでに組み込まれている場合は、ネットワー
クプロトコルの設定は必要ありません。「2-4. らくらくウィザードで
設定する」（→P.35）に進みます。

● いずれかが不足している場合は、  に進みます。

  追加   ボタンをクリックします。

→［ネットワークコンポーネントの選択］画面が表示されます。

 で不足していたものによってそれぞれ以下のコンポーネントを選択
し、   追加   ボタンをクリックします。

Microsoftネットワーククライアントを追加する場合 ......クライアント
ダイヤルアップアダプタを追加する場合 ..........................アダプタ
TCP/IPを追加する場合......................................................プロトコル

● これ以降、TCP/IPの追加を例に説明します。

→［ネットワークプロトコルの選択］画面が表示されます。
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「製造元」の中から「Microsoft」を選択して「ネットワークプロトコ
ル」の中の「TCP/IP」を選択し、   OK  ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

「TCP/IP」を選択し、  プロパティ  ボタンをクリックします。

→［TCP/IPのプロパティ］画面が表示されます。

［詳細設定］タブをクリックします。

RC35_2章(19-34) 00.2.18, 3:51 PM33



34 2-3. ネットワークの設定をする

「既定のプロトコルとして設定する」がグレーで表示されていたら、そ
のままにします。はっきりと表示されている場合は  になっている
ことを確認し、   OK    ボタンをクリックします。

→［ネットワーク］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

「再起動しますか」と表示されるので   はい   ボタンをクリックし、
パソコンを再起動します。

●「2-4. らくらくウィザードで設定する」（→P.35）に進みます。
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2-4. らくらくウィザードで設定する
添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35らく
らくウィザード』を使うと、インターネットに接続するための下記の設定が画面に
表示される案内にそって簡単にできます。

■ ワイヤレスシリーズ親機経由で接続するか、携帯電話で接続するかの
選択

■ ワイヤレスシリーズ親機を経由する場合の親機の機種の選択
■ プロバイダの設定
■ ワイヤレスシリーズ親機とRC35の無線区間の通信速度と、アクセスポ

イントへの通信速度の設定

CD-ROMドライブが使用できない場合など、RC35らくらくウィザードを使わな
いで設定するには、「2-5.らくらくウィザードを使わないで設定する」（→P.49）
を参照してください。

らくらくウィザードのインストール

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35
らくらくユーティリティ』をパソコンにインストールします。

● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては、手順や
画面が異なることがあります。

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面が表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされていた場合は、いったんCD-ROMを
取り出してから再度セットしてください。

● CD-ROMをセットしてもメニュー画面が表示されないときは「ファイ
ル名を指定してインストールする」（→P.39）を参照してください。
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36 2-4. らくらくウィザードで設定する

 RC35らくらくウィザード  ボタンをクリックします。

  次へ   ボタンをクリックします。

  次へ   ボタンをクリックします。
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画面に表示されている内容を読んでから   次へ   ボタンをクリックし
ます。

らくらくウィザードのインストール先を指定します。
表示されているインストール先でよければそのままにします。変更する
場合は 参照 ボタンをクリックし、インストール先を指定します。

   次へ   ボタンをクリックします。

● 次の画面が表示された場合は   はい   ボタンをクリックします。

→「インストールが完了しました。」と表示されます。

RC35_2章(35-48) 00.2.18, 5:53 PM37



38 2-4. らくらくウィザードで設定する

  完了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが起動します。

●「READMEの表示」を  にしておくと、メモ帳が起動してらくら
くウィザードについての説明が表示されます。内容を確認したらメモ
帳を終了します。

● らくらくウィザードでの設定を続けておこなわない場合は、「RC35
らくらくウィザードの実行」をクリックして □ にします。

●「らくらくウィザードで設定する」の  （→P.40）に進みます。
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ファイル名を指定してインストールする

CD-ROMをセットしても「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画
面が表示されないときは、以下の手順でインストールを実行してください。

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥UTIL¥RC35WIZ¥RCSetup.exe
↑
CD-ROMドライブ名を指定

  OK   ボタンをクリックします。

→らくらくウィザードのインストールがはじまります。

お知らせ�

● CD-ROMのドライブ名はパソコンによって異なります。ドライブ名
がわからないときは、次の操作でCD-ROMドライブを確認します。
1［ファイル名を指定して実行］画面で   参照   ボタンをクリック

します。
→［ファイルの参照］画面が表示されます。

2「ファイルの場所」の  をクリックし、CD-ROMドライブを選
択します。

3ドライブ名を確認したら  キャンセル  ボタンをクリックします。
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40 2-4. らくらくウィザードで設定する

らくらくウィザードで設定する

ほかのアプリケーションを使用しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

 →［プログラム］→［AtermRC35らくらくウィザード］→
［RC35らくらくウィザード］を選択します。

→RC35らくらくウィザードが起動し、［RC35らくらくウィザードにようこ
そ］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［設定を始める前に］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続COMポート］画面にRC35の接続されているCOMポートが表示されます。

RC35_2章(35-48) 00.2.18, 5:53 PM40



412-4. らくらくウィザードで設定する

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

  次へ   ボタンをクリックします。

→［設定内容の選択］画面が表示されます。

● この画面で「AtermRC35が接続されているCOMポートが見つかり
ません。」と表示されたときは、RC35が正しく認識されていません。
画面に表示されている内容を確認してください。それでもRC35が認
識されない場合は、「6-3. ハイパーターミナルを使う」（→P.139）を
参照し、ATコマンドを使って接続の確認をしてください。

親機経由で使用するか携帯電話を接続するか選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

 でどちらを選択したかによって、それぞれ次の手順へ進みます。

■ 親機を経由して使用する場合の設定
..................「親機経由でインターネットに接続する」（→P.42）

■ 携帯電話を接続して使用する場合の設定
..................「携帯電話でインターネットに接続する」（→P.46）
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42 2-4. らくらくウィザードで設定する

親機経由でインターネットに接続する

［経由する親機の選択］画面に表示されている機種名の中からRC35
を増設登録しているワイヤレスシリーズ親機を選択し、     次へ   ボタ
ンをクリックします。

→［プロバイダとアクセスポイントの種類の選択］画面が表示されます。

契約しているプロバイダと接続するアクセスポイントの種類を選択し
ます。

●「同期AP」は ISDN同期64K用のアクセスポイントです。
●『BIGLOBE』はNECの運営するプロバイダです。BIGLOBEにすで

に入会している場合は「BIGLOBEを利用する」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続先の設定］画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、アク
セスポイントとDNSを設定します。

● BIGLOBEに接続する場合は「市外局番で最寄りのアクセスポイント
を検索」に市外局番を入力すると、最寄りのアクセスポイントの設定
が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［無線区間速度の選択］画面が表示されます。

RC35とワイヤレスシリーズ親機との無線区間の通信速度を選択します。

● ワイヤレスシリーズ親機がAtermWM56、IW50/Dの場合は無線区
間の通信速度は32Kまたは64K、WX1、IW60、IW60HS DSUで
は32Kです。

RC35_2章(35-48) 00.2.18, 5:53 PM43



44 2-4. らくらくウィザードで設定する

  次へ   ボタンをクリックします。

→［設定内容と親機の通信モードの確認］画面が表示されます。

設定内容を確認し、   次へ   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続の登録］画面が表示されます。

  実行   ボタンをクリックします。

● システム登録の実行中はキーボードやマウスの操作をしないでください。

→設定内容がパソコンに登録され、［ウィザード実行の継続選択］画面が表示さ
れます。
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「ここでウィザードの実行を終了する」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

● 親機経由と携帯電話接続を使い分けたいなど、複数の設定を登録する
ときは「引き続きダイヤルアップネットワークへの登録を行う」を選
択します。

→［終了］画面になります。

  終了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが終了します。

「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面の 終了 ボタン
をクリックします。

→AtermRC35ユーティリティ集のメニューが終了します。
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46 2-4. らくらくウィザードで設定する

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

●「2-6.インターネットに接続する」（→P.55）に進みます。

携帯電話でインターネットに接続する

契約しているプロバイダを選択します。

●『BIGLOBE』はNECの運営するプロバイダです。BIGLOBEにすで
に入会している場合は「BIGLOBEを利用する」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続先の設定］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、アク
セスポイントとDNSを設定します。
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● BIGLOBE（アナログAP）に接続する場合は「市外局番で最寄りの
アクセスポイントを検索」に市外局番を入力すると、最寄りのアクセ
スポイントの設定が表示されます。

● BIGLOBE（PDC用クイックナンバー）に接続する場合は、電話番
号を入力する必要はありません。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続の登録］画面が表示されます。

  実行   ボタンをクリックします。

● システム登録の実行中はキーボードやマウスの操作をしないでください。

→設定内容がパソコンに登録されます。

「ここでウィザードの実行を終了する」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。
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48 2-4. らくらくウィザードで設定する

● 親機経由と携帯電話接続を使い分けたいなど、複数の設定を登録する
ときは「引き続きダイヤルアップネットワークへの登録を行う」を選
択します。

→［終了］画面になります。

  終了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが終了します。

「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面の 終了 ボタン
をクリックします。

→AtermRC35ユーティリティ集のメニューが終了します。

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

●「2-6.インターネットに接続する」（→P.55）に進みます。
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2-5. らくらくウィザードを使わないで設定する
CD-ROMドライブが使用できない場合やRC35らくらくウィザードが正しく動作
しないときは、RC35らくらくウィザードを使わないで設定します。

プロバイダの設定

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示されます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンドウが表示されます。

［新しい接続］アイコンをダブルクリックします。

●［BIGLOBE］アイコンがすでにある場合は、「2-6. インターネット
に接続する」（→P.55）に進みます。

→［新しい接続］画面が表示されます。
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50 2-5. らくらくウィザードを使わないで設定する

「接続名」に接続するプロバイダの名前を任意に入力します。

● ここでは例として「BIGLOBE64」と入力します。

「モデムの選択」で「AtermRC35」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

「電話番号」に接続するアクセスポイントの電話番号を市外局番から入
力します。
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● 接続方法によって、次のように電話番号を入力します。

器機るす由経 定設の機親 度速間区線無 定指の号番話電

D/05WI

SFAIP ールス

spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

spbk46
K46 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 DP るけつを」

換変ルコトロプ

spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

spbk46
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 DP るけつを」

1XW
06WI

USDSH06WI

SFAIP ールス spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

換変ルコトロプ spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

65MW

－ spbk23
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 FP るけつを」

－ spbk46
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 DP るけつを」

話電帯携 － spb0069
はたまトンイポスセクアグロナア
を号番話電のーバンナクッイク

「に尾末、し力入 CP るけつを」

  次へ   ボタンをクリックします。
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52 2-5. らくらくウィザードを使わないで設定する

  完了   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンドウにもどり、  でつけた名前の接

続アイコンができます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）の上でマウスを右クリックし、［プ
ロパティ］を選択します。
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「市外局番とダイヤルのプロパティを使う」が □ になっていることを確
認します。また「接続の方法」に「AtermRC35」が表示されている
ことを確認します。

［サーバーの種類］タブをクリックします。

「ダイヤルアップサーバーの種類」が「P P P : インターネット、
WindowsNT Server、Windows98」となっていることを確認します。

「詳細オプション」の項目で  のものはクリックしてすべて □ にします。

「使用できるネットワークプロトコル」で「TCP/IP」だけを  にし、そ
の他はクリックして □ にします。

 TCP/IP設定  ボタンをクリックします。

→［TCP/IP設定］画面が表示されます。
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54 2-5. らくらくウィザードを使わないで設定する

「ネームサーバーアドレスを指定する」を選択し、プロバイダから指定
されたユーザ設定情報などの資料に従って、ネームサーバーのIPアド
レスを入力します。

「IPヘッダー圧縮を使う」を □ にします。

  OK   ボタンをクリックします。

→［サーバーの種類］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンドウにもどります。

●「2-6. インターネットに接続する」（→P.55）に進みます。
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2-6. インターネットに接続する

接続の確認

プロバイダに電話をかけ、正しく接続できるか確認します。

インターネットに接続するワイヤレスシリーズ親機または携帯電話を
通信できるように準備します。

「2-1. RC35を接続する」（→P.20）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

デスクトップの［マイコンピュータ］アイコンをダブルクリックします。

●［マイコンピュータ］アイコンは図と異なることがあります。

→［マイコンピュータ］ウィンドウが表示されます。

［ダイヤルアップネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

→［ダイヤルアップネットワーク］ウィンドウが表示されます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。
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56 2-6. インターネットに接続する

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、「ユー
ザー名」と「パスワード」を入力します。

●「パスワードの保存」をクリックして  にすると、次回の接続から
パスワードを入力する必要がなくなります。

  接続   ボタンをクリックします。

→プロバイダにダイヤルし、つながるとユーザー名とパスワードの認証がおこな
われます。確認できるとプロバイダのホストコンピュータに接続され、タスク
トレイに［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンが表示されます。

［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンをダブルクリックし、
   切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。
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お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にワイヤレスシリーズ親機が同一番
号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で2回以内に
制限されています。この制限内で接続できなかった場合は、時間をお
いてから接続しなおしてください。

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかります。

● 接続できないときは「5-1. 困ったときのQ＆A」（→P.114）を参
照してください。
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58 2-6. インターネットに接続する

ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの「ヘルプ」などを参照してください。

「接続の確認」（→P.55）  ～  を参照し、回線を接続します。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話からプロバイダにダイヤルし、イン
ターネットに接続します。

Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどのブラウザソフトを
起動します。

「アドレス」に見たいホームページのアドレス（URL）を入力し、

 キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉　http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年2月現在のものです。

［ファイル］→［終了］を選択し、ブラウザソフトを終了します。

タスクトレイの［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンをダ
ブルクリックし、   切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�

● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了さ
せただけでは回線は切断されません。必ず［ダイヤルアップネット
ワークモニタ］で切断操作をしてください。
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Windows98でブラウザソフトのアイコンがないとき

Windows98をご使用の方でデスクトップにブラウザソフト（Internet
Explorer）のアイコンがないときは、以下の手順で［Internet Explorer］
アイコンを作成します。

デスクトップの［インターネットに接続］アイコンをダブルクリック
します。

→［インターネット接続ウィザード］画面になります。

「既にインターネット接続の設定が…表示しない」を選択し、   次へ   ボ
タンをクリックします。

［インターネット接続ウィザード］を終了します。

→デスクトップに［Internet Explorer］と［Outlook Express］のアイコン
が表示されます。
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3. Windows2000をお使いの方は

Windows2000を搭載したパソコンにRC35をつないでイン
ターネットに接続する手順を説明します。

RC35を接続する

モデム情報ファイルをインストールする

らくらくウィザードで設定する

インターネットに接続する

Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
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62 3-1. RC35を接続する

3-1. RC35を接続する

RC35とパソコンを接続する

RC35は、PCMCIA2.1/JEIDA V4.2以降に対応したPCMCIA TypeⅡ
スロットを搭載しているWindows® 2000のパソコンに接続できます。

RC35を接続するパソコンを起動します。

● ワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、 WX1、IW60、
IW60HS DSU）を経由して接続するときは、 に進みます。

携帯電話またはドッチーモとRC35を添付の携帯電話接続ケーブルで
接続します。

RC35

パソコンのPCカードスロットにRC35を取り付けます。

RC35に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC35

→モデム情報ファイルがすでにインストールされている場合は、タスクトレイに
PCカードアイコンが表示されます。

● モデム情報ファイルをインストールしていない場合は、「3-2. モデム
情報ファイルをインストールする」（→P.65）に進みます。
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RC35の取り外しかた

タスクトレイのPCカードアイコンを右クリックし、［ハードウェアを
取り外すかまたは取り出す］を選択します。

→［ハードウェアの取り外し］画面が表示されます。

「AtermRC35」を選択し、   停止   ボタンをクリックします。

→［ハードウェアデバイスの停止］画面が表示されます。

  OK   ボタンをクリックします。
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64 3-1. RC35を接続する

  OK   ボタンをクリックします。

→［ハードウェアの取り外し］画面にもどります。

 閉じる  ボタンをクリックします。

RC35のLEDランプが消えたことを確認し、パソコンのPCカードス
ロットの取り出しボタンを押してRC35を取り出します。

お願い�
● RC35の設定をするときには、RC35をパソコンに取り付けた状態

で設定してください。
● 携帯電話を接続して使用する場合は、RC35と携帯電話を接続した状

態でパソコンに取り付けてください。RC35を先にパソコンに取り付
けた状態で携帯電話の接続をすると、正しく認識されないことがあり
ます。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのパソコンの取扱
説明書を参照してください。
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3-2. モデム情報ファイルをインストールする
モデム情報ファイルをパソコンにインストールし、RC35を「使用するモデム」と
して設定します。添付のフロッピーディスク『モデム情報ファイル』、または
CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』を用意してください。
モデム情報ファイルをインストールするときには、Administratorの権限が必要で
す。コントロールパネルの［ユーザーとパスワード］の設定を変更している場合は、
「5-1. 困ったときのQ&A」（→P.117）を参照してください。

モデム情報ファイルのインストール

「3-1. RC35を接続する」（→P.62）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

→「新しいハードウェアが見つかりました」と表示されたあと、「標準PCMCIA
カードモデム」としてインストールされます。

 →［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

→［コントロールパネル］ウィンドウが表示されます。

［システム］アイコンをダブルクリックします。

→［システムのプロパティ］画面が表示されます。

［ハードウェア］タブをクリックします。
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66 3-2. モデム情報ファイルをインストールする

 デバイスマネージャ  ボタンをクリックします。

● このとき次の画面が表示された場合は、モデム情報ファイルのインス
トールはできません。「5-1. 困ったときのQ&A」（→P.117）を参
照してください。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウが表示されます。

［モデム］アイコンの前の ＋ をクリックします。
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「標準PCMCIAカードモデム」の上で右クリックし［プロパティ］を
選択します。

→［標準PCMCIAカードモデムのプロパティ］画面が表示されます。

［ドライバ］タブをクリックします。
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68 3-2. モデム情報ファイルをインストールする

 ドライバの更新  ボタンをクリックします。

→［デバイスドライバのアップグレードウィザード］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ハードウェアデバイスドライバをインストールする画面が表示されます。
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「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択して   次へ   ボタン
をクリックします。

→ドライバファイルを指定する画面になります。

添付のフロッピーディスクまたはCD-ROMをパソコンにセットし、
「検索場所のオプション」でセットしたドライブのみを  にします。
セットしていないドライブはクリックして □ にします。

● CD-ROMをセットしたあとに「AtermRC35ユーティリティ集」の
メニュー画面が表示された場合は、メニュー画面の   終了   ボタンを
クリックして「AtermRC35ユーティリティ集」を終了させます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→ドライバファイルの検索結果が表示されます。
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70 3-2. モデム情報ファイルをインストールする

インストールするファイル名が「mdmrc35.inf」と表示されているの
を確認し、   次へ   ボタンをクリックします。

● 上記ファイル名が表示されない場合は  でモデム情報ファイルの
あるドライブを正しく指定したかを確認してください。

→［デジタル署名が見つかりませんでした］画面が表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

● この画面が表示されても、利用上の制約はありません。

→デバイスドライバがアップグレードされます。
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  完了   ボタンをクリックします。

→モデム情報ファイルのインストールが終了し、［AtermRC35のプロパティ］
画面にもどります。

 閉じる  ボタンをクリックします。

→［デバイスマネージャ］ウィンドウにもどります。

［デバイスマネージャ］ウィンドウを閉じます。

→［システムのプロパティ］画面にもどります。

  OK   ボタンをクリックします。

→［コントロールパネル］ウィンドウにもどります。

［コントロールパネル］ウィンドウを閉じます。

●「3-3. らくらくウィザードで設定する」（→P.72）に進みます。
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72 3-3. らくらくウィザードで設定する

3-3. らくらくウィザードで設定する
添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35らく
らくウィザード』を使うと、インターネットに接続するための下記の設定が画面に
表示される案内にそって簡単にできます。

■ ワイヤレスシリーズ親機経由で接続するか、携帯電話で接続するかの
選択

■ ワイヤレスシリーズ親機を経由する場合の親機の機種の選択
■ プロバイダの設定
■ ワイヤレスシリーズ親機とRC35の無線区間の通信速度と、アクセスポ

イントへの通信速度の設定

CD-ROMドライブが使用できない場合など、RC35らくらくウィザードを使わな
いで設定するには、「3-4. らくらくウィザードを使わないで設定する」（→P.87）
を参照してください。
らくらくウィザードを使用するときには、Administratorの権限が必要です。次の
画面が表示された場合は、「5-1. 困ったときのQ&A」（→P.117）を参照してく
ださい。
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らくらくウィザードのインストール

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35
らくらくウィザード』をパソコンにインストールします。

「3-1. RC35を接続する」（→P.62）を参照し、RC35をパソコンに
取り付けます。

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面が表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされていた場合は、いったんCD-ROMを
取り出してから再度セットしてください。

● CD-ROMをセットしてもメニュー画面が表示されないときは「ファイ
ル名を指定してインストールする」（→P.77）を参照してください。

   RC35らくらくウィザード  ボタンをクリックします。
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74 3-3. らくらくウィザードで設定する

  次へ   ボタンをクリックします。

  次へ   ボタンをクリックします。

画面に表示されている内容を読んでから   次へ   ボタンをクリックし
ます。
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らくらくウィザードのインストール先を指定します。
表示されているインストール先でよければそのままにします。変更する
場合は   参照   ボタンをクリックし、インストール先を指定します。

   次へ   ボタンをクリックします。

● 次の画面が表示された場合は   はい   ボタンをクリックします。

→「インストールが完了しました。」と表示されます。

  完了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが起動します。

●「READMEの表示」を  にしておくと、メモ帳が起動してらくら
くウィザードについての説明が表示されます。内容を確認したらメモ
帳を終了します。

● らくらくウィザードでの設定を続けておこなわない場合は、「RC35
らくらくウィザードの実行」をクリックして □ にします。
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●「らくらくウィザードで設定する」の  （→P.78）に進みます。
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ファイル名を指定してインストールする

CD-ROMをセットしても「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画
面が表示されないときは、以下の手順でインストールを実行してください。

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。

→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥UTIL¥RC35WIZ¥RCSetup.exe
↑
CD-ROMドライブ名を指定

  OK   ボタンをクリックします。

→らくらくウィザードのインストールがはじまります。

お知らせ�

● CD-ROMのドライブ名はパソコンによって異なります。ドライブ名が
わからないときは、次の操作でCD-ROMドライブを確認します。
1［ファイル名を指定して実行］画面で   参照   ボタンをクリック

します。
→［ファイルの参照］画面が表示されます。

2「ファイルの場所」の  をクリックし、CD-ROMドライブを選
択します。

3ドライブ名を確認したら  キャンセル  ボタンをクリックします。
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78 3-3. らくらくウィザードで設定する

らくらくウィザードで設定する

ほかのアプリケーションを使用しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

 →［プログラム］→［AtermRC35らくらくウィザード］→
［RC35らくらくウィザード］を選択します。

→RC35らくらくウィザードが起動し、［RC35らくらくウィザードにようこ
そ］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［設定を始める前に］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続COMポート］画面にRC35の接続されているCOMポートが表示されます。
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  次へ   ボタンをクリックします。

● この画面で「AtermRC35が接続されているCOMポートが見つかり
ません。」と表示されたときは、RC35が正しく認識されていません。
画面に表示されている内容を確認してください。それでもRC35が認
識されない場合は、「6-3. ハイパーターミナルを使う」（→P.139）を
参照し、ATコマンドを使って接続の確認をしてください。

→［設定内容の選択］画面が表示されます。

親機経由で使用するか携帯電話を接続するか選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

 でどちらを選択したかによって、それぞれ次の手順へ進みます。

■ 親機を経由して使用する場合の設定
..................「親機経由でインターネットに接続する」（→P.80）

■ 携帯電話を接続して使用する場合の設定
..................「携帯電話でインターネットに接続する」（→P.84）
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80 3-3. らくらくウィザードで設定する

親機経由でインターネットに接続する

［経由する親機の選択］画面に表示されている機種名の中からRC35
を増設登録しているワイヤレスシリーズ親機を選択し、     次へ   ボタ
ンをクリックします。

→［プロバイダとアクセスポイントの種類の選択］画面が表示されます。

契約しているプロバイダと接続するアクセスポイントの種類を選択し
ます。

●「同期AP」は ISDN同期64K用のアクセスポイントです。
●『BIGLOBE』はNECの運営するプロバイダです。BIGLOBEにすで

に入会している場合は「BIGLOBEを利用する」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続先の設定］画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、アク
セスポイントとDNSを設定します。

● BIGLOBEに接続する場合は「市外局番で最寄りのアクセスポイント
を検索」に市外局番を入力すると、最寄りのアクセスポイントの設定
が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［無線区間速度の選択］画面が表示されます。

RC35とワイヤレスシリーズ親機との無線区間の通信速度を選択します。

● ワイヤレスシリーズ親機がAtermWM56、IW50/Dの場合は無線区
間の通信速度は32Kまたは64K、WX1、IW60、IW60HS DSUで
は32Kです。
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82 3-3. らくらくウィザードで設定する

  次へ   ボタンをクリックします。

→［設定内容と親機の通信モードの確認］画面が表示されます。

設定内容を確認し、   次へ   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続の登録］画面が表示されます。

  実行   ボタンをクリックします。

● システム登録の実行中はキーボードやマウスの操作をしないでください。
→設定内容がパソコンに登録され、［ウィザード実行の継続選択］画面が表示さ
れます。
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「ここでウィザードの実行を終了する」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

● 親機経由と携帯電話接続を使い分けたいなど、複数の設定を登録する
ときは「引き続きダイヤルアップネットワークへの登録を行う」を選
択します。

→［終了］画面になります。

  終了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが終了します。

「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面の 終了 ボタン
をクリックします。

→AtermRC35ユーティリティ集のメニューが終了します。

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

●「3-5.インターネットに接続する」（→P.96）に進みます。
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84 3-3. らくらくウィザードで設定する

携帯電話でインターネットに接続する

契約しているプロバイダを選択します。

●『BIGLOBE』はNECの運営するプロバイダです。BIGLOBEにすで
に入会している場合は「BIGLOBEを利用する」を選択します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［接続先の設定］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、アク
セスポイントとDNSを設定します。

● BIGLOBE（アナログAP）に接続する場合は「市外局番で最寄りの
アクセスポイントを検索」に市外局番を入力すると、最寄りのアクセ
スポイントの設定が表示されます。
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● BIGLOBE（PDC用クイックナンバー）に接続する場合は、電話番
号を入力する必要はありません。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［ダイヤルアップ接続の登録］画面が表示されます。

  実行   ボタンをクリックします。

● システム登録の実行中はキーボードやマウスの操作をしないでください。

→設定内容がパソコンに登録されます。

「ここでウィザードの実行を終了する」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

● 親機経由と携帯電話接続を使い分けたいなど、複数の設定を登録する
ときは「引き続きダイヤルアップネットワークへの登録を行う」を選
択します。

→［終了］画面になります。
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86 3-3. らくらくウィザードで設定する

  終了   ボタンをクリックします。

→RC35らくらくウィザードが終了します。

「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面の   終了   ボタン
をクリックします。

→AtermRC35ユーティリティ集のメニューが終了します。

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

●「3-5.インターネットに接続する」（→P.96）に進みます。
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3-4. らくらくウィザードを使わないで設定する
CD-ROMドライブが使用できない場合やRC35らくらくウィザードが正しく動作
しないときは、RC35らくらくウィザードを使わないで設定します。

ネットワークとダイヤルアップ接続の設定

「3-1. RC35を接続する」（→P.62）を参照し、RC35をPCカード
スロットに取り付けます。

 →［設定］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］を選択
します。

●［スタートメニュー］は図と異なることがあります。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］ウィンドウが表示されます。

［新しい接続の作成］アイコンをダブルクリックします。

→［ネットワークの接続ウィザード］画面が表示されます。
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88 3-4. らくらくウィザードを使わないで設定する

  次へ   ボタンをクリックします。

→ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示されます。

「インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択し、   次へ   ボタ
ンをクリックします。

→［インターネット接続ウィザード］画面が表示されます。
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「インターネット接続を手動で設定する･･･」を選択し、   次へ   ボタ
ンをクリックします。

→インターネット接続の設定をする画面が表示されます。

「電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択し、
  次へ   ボタンをクリックします。

→［モデムの選択］画面が表示されます。
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90 3-4. らくらくウィザードを使わないで設定する

接続に使うモデムで「AtermRC35」を選択し、   次へ   ボタンをク
リックします。

→インターネットアカウントの接続情報を設定する画面が表示されます。

● RC35を接続しているパソコンに複数のモデムが接続されている場
合のみ、この画面が表示されます。

「電話番号」に接続するアクセスポイントの電話番号を市外局番から入
力し、「市外局番とダイヤル情報を使う」をクリックして □ にします。
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● 接続方法によって、次のように電話番号を入力します。

器機るす由経 定設の機親 度速間区線無 定指の号番話電

D/05WI

SFAIP ールス

spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

spbk46
K46 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 DP るけつを」

換変ルコトロプ

spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

spbk46
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 DP るけつを」

1XW
06WI

USDSH06WI

SFAIP ールス spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

換変ルコトロプ spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

65MW

－ spbk23
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 FP るけつを」

－ spbk46
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 DP るけつを」

話電帯携 － spb0069
はたまトンイポスセクアグロナア
を号番話電のーバンナクッイク

「に尾末、し力入 CP るけつを」

   次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットアカウントのログオン情報の画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、「ユー
ザー名」と「パスワード」を入力します。

   次へ   ボタンをクリックします。

→コンピュータの設定の画面が表示されます。

「接続名」にダイヤルアップ接続の名前を任意に入力します。

● ここでは例として「BIGLOBE64」と入力します。
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   次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットメールアカウントを設定する画面が表示されます。

「はい」を選択し、   次へ   ボタンをクリックします。

→名前を設定する画面が表示されます。

電子メール送信の際に表示する名前を入力し、   次へ   ボタンをクリッ
クします。

→インターネット電子メールアドレスを設定する画面が表示されます。
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94 3-4. らくらくウィザードを使わないで設定する

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、「電子
メールアドレス」を入力します。

   次へ   ボタンをクリックします。

→［電子メールサーバー名］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、メー
ルサーバーの種類と名前を入力します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→インターネットメールログオンを設定する画面が表示されます。
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プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、「アカ
ウント名」と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をクリックして  にしておくと、次回の
接続からパスワードを入力する必要がなくなります。

  次へ   ボタンをクリックします。

  完了   ボタンをクリックします。

●「今すぐインターネットに接続･･･」が  になっていると、ブラウ
ザが起動しインターネットに接続できます。

→［ネットワークとダイヤルアップ接続］ウィンドウにもどり、  でつけた名

前の接続アイコンができます。

●「3-5. インターネットに接続する」（→P.96）に進みます。
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96 3-5. インターネットに接続する

3-5. インターネットに接続する

接続の確認

プロバイダに電話をかけ、正しく接続できるか確認します。

インターネットに接続するワイヤレスシリーズ親機または携帯電話を
通信できるように準備します。

「3-1. RC35を接続する」（→P.62）を参照し、RC35をPCカード
スロットに取り付けます。

 →［設定］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］を選択
します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って、「ユー
ザー名」と「パスワード」を入力します。

●「パスワードを保存する」をクリックして  にしておくと、次回の
接続からパスワードを入力する必要がなくなります。
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 ダイヤル  ボタンをクリックします。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話からプロバイダにダイヤルします。

→ユーザー名とパスワードの認証をおこない、確認できるとプロバイダのホスト
コンピュータに接続され、［接続完了］画面とタスクトレイに［ネットワーク
とダイヤルアップ接続］アイコンが表示されます。

  OK   ボタンをクリックします。

→回線に接続されます。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。

  切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。
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98 3-5. インターネットに接続する

お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にワイヤレスシリーズ親機が同一番
号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で2回以内に
制限されています。この制限内で接続できなかった場合は、時間をお
いてから接続しなおしてください。

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかります。

● 接続できないときは「5-1. 困ったときのQ&A」（→P.114）を参照
してください。
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ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの［ヘルプ］などを参照してください。

「接続の確認」（→P.96）の ～ を参照し、回線を接続します。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話がプロバイダに電話をかけ、インター
ネットに接続します。

Internet ExplorerやNetscape Navigatorなどのブラウザソフトを
起動します。

「アドレス」に見たいホームページのアドレス（URL）を入力し、

 キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉 http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年2月現在のものです。

［ファイル］→［終了］を選択し、ブラウザソフトを終了します。

［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをクリックします。

→［状態］画面が表示されます。
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100 3-5. インターネットに接続する

  切断   ボタンをクリックします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�

● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了し
ただけでは回線は切断されません。必ず［ネットワークとダイヤル
アップ接続］で切断操作をしてください。
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4．WindowsCEをお使いの方は

WindowsCEを搭載したモバイルギアⅡにRC35をつないでイ
ンターネットに接続する手順を説明します。

RC35を接続する

ネットワークの設定をする

インターネットに接続する

Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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102 4-1. RC35を接続する

4-1. RC35を接続する

RC35とモバイルギアⅡを接続する

RC35は、PCMCIA2.1/JEIDA V4.2以降に対応したPCMCIA TypeⅡ
スロットを搭載しているWindows® CEのモバイルギアⅡに接続できます。

モバイルギアⅡの電源を切ります。

● ワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、WX1、IW60、
IW60HS DSU）を経由して接続するときは、  に進みます。

携帯電話またはドッチーモとRC35を添付の携帯電話接続ケーブルで
接続します。

RC35

モバイルギアⅡのPCカードスロットにRC35を取り付けます。

RC35に書かれている ▲ の方向に、奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

RC35

モバイルギアⅡの電源を入れます。

●「4-2. ネットワークの設定をする」（→P.104）に進みます。
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RC35の取り外しかた

モバイルギアⅡの電源を切ります。

モバイルギアⅡのPC カードスロットの取り出しボタンを押して
RC35を取り出します。

お願い�
● モバイルギアⅡにACアダプタを接続してお使いになることをおすす

めします。
● RC35の設定をするときには、RC35をモバイルギアⅡに取り付け

た状態で設定してください。
● 携帯電話を接続して使用する場合は、RC35と携帯電話を接続した

状態でモバイルギアⅡに取り付けてください。RC35を先にモバイ
ルギアⅡに取り付けた状態で携帯電話の接続をすると、正しく認識さ
れないことがあります。

● PCカードスロットの取り扱いについては、お使いのモバイルギアⅡ
の取扱説明書を参照してください。
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104 4-2. ネットワークの設定をする

4-2. ネットワークの設定をする
インターネットにダイヤルアップ接続をするための設定をします。

リモートネットワークの設定

「4-1. RC35を接続する」（→P.102）を参照し、RC35をモバイル
ギアⅡに取り付けます。

 →［プログラム］→［通信］→［リモートネットワーク］を
選択します。

［新しい接続］アイコンをダブルタップ（ダブルクリック）します。

→［新しい接続］画面が表示されます。

「接続名」に接続するプロバイダの名前を任意に入力します。

● ここでは例として「BIGLOBE64」と入力します。

「接続の種類」で「ダイヤルアップ接続」を選択し、   次へ   ボタンを
タップ（クリック）します。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面が表示されます。
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「モデムの選択」で「NEC-AtermRC35」を選択し、  モデムの設定  ボ
タンをタップします。

→［デバイスのプロパティ］画面が表示されます。

接続環境の設定の「通信速度」で「38400」を選択します。

［呼び出しのオプション］タブをタップします。

「待ち時間経過後に呼び出しをキャンセルする」を「50 秒」にし、
「発信音がしてからダイヤルする」をタップして □ にします。

 OK   ボタンをタップします。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面にもどります。
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106 4-2. ネットワークの設定をする

 TCP/IPの設定  ボタンをタップします。

→［TCP/IPの設定］画面が表示されます。

「サーバーが割り当てたIPアドレスを使用する」を  、「Slipを使用
する」「ソフトウェア圧縮を使用する」「IPヘッダー圧縮を使用する」
をタップして □ にします。

［ネームサーバー］タブをタップし、「サーバーが割り当てたネーム
サーバーアドレス」をタップして □ にします。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従ってDNS
を入力します。

 OK  ボタンをタップします。

→［新しいダイヤルアップ接続］画面にもどります。

 次へ  ボタンをタップします。
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アクセスポイントの電話番号を入力します。

「市外通話としてダイヤル」をタップして  にし、市外局番と電話番号
を入力します。

● 接続方法によって、次のように電話番号を入力します。

器機るす由経 定設の機親 度速間区線無 定指の号番話電

D/05WI

SFAIP ールス

spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

spbk46
K46 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 DP るけつを」

換変ルコトロプ

spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

spbk46
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 DP るけつを」

1XW
06WI

USDSH06WI

SFAIP ールス spbk23
K23 応対 SFAIP イポスセクア

末、し力入を号番話電のトン
「に尾 FP るけつを」

換変ルコトロプ spbk23
NDSI 期同 K46 イポスセクア

、し力入を号番話電のトン
「に尾末 FP るけつを」

65MW

－ spbk23
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 FP るけつを」

－ spbk46
のトンイポスセクアグロナア
に尾末、し力入を号番話電

「 DP るけつを」

話電帯携 － spb0069
はたまトンイポスセクアグロナア
を号番話電のーバンナクッイク

「に尾末、し力入 CP るけつを」
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108 4-2. ネットワークの設定をする

  終了   ボタンをタップします。

→［リモートネットワーク］画面にもどり、  でつけた名前の接続アイコンが
できます。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面になります。

 ダイヤルのプロパティ  ボタンをタップします。

→［ダイヤルのプロパティ］画面になります。

  追加   ボタンをタップします

→［発信元の作成］画面になります。

「AtermRC」と入力し、  OK  ボタンをタップします。
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 ダイヤルパターン  ボタンをタップします。

→［ダイヤルパターン］画面になります。

「市外通話」に「FG」と入力し、  OK  ボタンをタップします。

→［ダイヤルのプロパティ］画面にもどります。

 OK  ボタンをタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面にもどります。

プロバイダから指定されたユーザ設定情報などの資料に従って「ユー
ザー名」と「パスワード」を入力します。「ドメイン名」は空白にして
おきます。

●「パスワードの保存」をタップして  にしておくと、次回の接続か
らパスワードを入力する必要がなくなります。
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110 4-2. ネットワークの設定をする

  接続   ボタンをタップします。

→「接続中」と表示されたあと［接続完了］画面が表示されます。

→タスクトレイにダイヤルアップ接続アイコンが表示され、インターネットに接
続状態になります。

  切断   ボタンをタップします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�

● 通信相手に接続できなかった場合にワイヤレスシリーズ親機が同一番
号に再発信する回数は、最初の発信から数えて3分間で2回以内に
制限されています。この制限内で接続できなかった場合は、時間をお
いてから接続しなおしてください。

● アクセスポイントに接続したあとに認証の失敗などで接続できなかっ
た場合も、通信料金がかかります。

● 接続できないときは「5-1. 困ったときのQ&A」（→Ｐ.114）を参
照してください。
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4-3. インターネットに接続する

ホームページを見る

プロバイダに接続してインターネットのホームページを見るときは「ブラウ
ザソフト」を使用します。ブラウザソフトの設定や使い方については、ブラ
ウザソフトの［ヘルプ］などを参照してください。

 →［プログラム］→［通信］→［リモートネットワーク］を
選択します。

接続アイコン（例：BIGLOBE64）をダブルタップします。

→［ダイヤルアップ接続］画面になります。

  接続   ボタンをタップします。

→ワイヤレスシリーズ親機または携帯電話からプロバイダにダイヤルし、イン
ターネットに接続します。

デスクトップの［Internet Explorer］アイコンをダブルタップします。
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112 4-3. インターネットに接続する

「アドレス」に見たいホームページのアドレス（URL）を入力し、
 キーを押します。

〈例：Atermホームページ〉　http://aterm.cplaza.ne.jp/

● AtermStationのアドレスおよび画面は平成12年2月現在のもの
です。

 をタップし、ブラウザソフトを終了します。

　  切断   ボタンをタップします。

→回線への接続が切断されます。

お願い�
● インターネットの接続を終了するときには、ブラウザソフトを終了し

ただけでは回線は切断されません。必ず［接続］画面で切断操作をし
てください。
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5．困ったときには

「接続ができない」などのトラブルが起きたときの解決方法と、
お問い合わせ先を紹介します。

困ったときのQ&A

Atermについてのお問い合わせ

アフターサービス

PCクリーンスポット

Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
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114 5-1. 困ったときのQ&A

5-1. 困ったときのQ&A
AtermRC35を使っていて正しく動作しないときにお読みください。

きとなんこ 策対と因原 ジーペ照参

53CR 応反が
いなし

たまンコソパ
ギルイバモは
し識認でⅡア

いな

● 53CR くし正がⅡアギルイバモはたまンコソパと
いないてれさ続接

89/59
→ 02.P

0002
→ 26.P

EC
→ 201.P

→ 53CR 携とⅡアギルイバモはたまンコソパと
。いさだくてし認確を続接のと話電帯

にうよの次、は合場いないてれさ続接くし正
。すましおなし続接

．１ 53CR を CP し出り取らかトッロスドーカ
。すま　

．２ 、は合場るす続接を話電帯携 53CR 帯携と
　 。すまぎなつでルブーケ続接話電帯携を話電
．３ 53CR 度一うもを CP 取にトッロスドーカ

。すまけ付り　

→ 53CR のイレトクスタ、はきといなし識認を
［ CP てしクッリクを］ィテパロプのドーカ
「 53CRmretA し認確をとこるれさ示表と」

情ムデモ、はきといなれさ示表。いさだくて
まいてれさルートスンイくし正がルイァフ報
スンイ度一うもをルイァフ報情ムデモ。んせ

。いさだくてしルート

89/59
→ 22.P

0002
→ 56.P

が信通ターデ
いなきで

● 53CR いないてっなに態状能可信通ターデが

→ 11.P

→ 53CR 機親ズーリシスレヤイワを ( mretA
65MW 、 D/05WI 、 1XW 、 06WI 、 SH06WI

USD くてせさ動移でまろことく届が波電の）
。いさだ

約で離距し通見は囲範るえ使の線無 m001 で
）壁鉄、壁音防、壁熱断（造構の宅住、がす
話通はてっよに置配のどな器機子電、具家や
シスレヤイワくべるな。すまりなく短が離距
だた。いさだくてし用使でく近の機親ズーリ
いなきで用使てぎす強が波電とるぎす近、し

。すまりあが合場 m1 だく用使ごてしなは度程
。いさ

95/98=Windows® 95/Windows® 98
2000=Windows® 2000
CE=Windows® CE
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1155-1. 困ったときのQ&A
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きとなんこ 策対と因原 ジーペ照参

が信通ターデ
いなきで

● 53CR （録登設増が DI いないてれさ）録登

→ 41.P
→ 53CR てしと機子の機親ズーリシスレヤイワを

おは録登。すで要必が録登設増、はにるす用使
のく近 CEN はたまンョシーテススビーサ CP ク

店売販たいだたいげ上い買お、トッポスンーリ
だく談相ごでのすまり承てに料有で 。いさ

● 子の他るいてれさ録登に機親ズーリシスレヤイワ
、信通線外が機 spbk46 ワクンリルアュデ、信通

。るいてっなこおをかれずいの信通スレヤイ

→ の機親ズーリシスレヤイワ mretA 65MW 、
D/05WI 、 1XW 、 06WI 、 USDSH06WI 同で

はトーポ線無るきで用使に時 2 リ。すででまつ
で中用使が機子の他のどなンョシーテストーモ

シスレヤイワ。いさだくてし認確かいな ズーリ
の機親 SHP 色赤がプンラ きとるいてし滅点に

がトーポ線無、は 2つ で態状の中用使もと 。す
さだく用使ごてっ待をのるわ終が話通の機子

（。い 53CR はで K46SFAIP 、りなと続接の
せまきで用利は信通スレヤイワクンリルアュデ

）。ん

ッネータンイ
きで続接にト

いな

● るいてし雑混が線回

→ まりあがとこいなきで続接ていでん混が線回
いおを間時、かるみてしおなし続接か度何。す

。いさだくてし続接らかて

● るいてっ違間が号番話電のトンイポスセクア

→ 。いさだくてし認確を号番話電

● ザーユ DI るいてっ違間がドーワスパはたま

→ ザーユたれさ行発らかダイバロプ DI ワスパ、
れさ力入くし正が字文小、字文大、角半のドー

。いさだくてし認確かるいて

● るいてっかかに制規の信発動自

→ スレヤイワに合場たっかなきで続接に手相信通
親ズーリシ 、は数回るす信発再に号番一同が機

てえ数らか信発の初最 3 で間分 2 限制に内以回
さ の別。すまいてれ 、かるけかに号番 おを間時
てい 。いさだくてしおなし続接らか
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116 5-1. 困ったときのQ&A

きとなんこ 策対と因原 ジーペ照参

ッネータンイ
きで続接にト

いな

● SND るいてっ違間がスレドアバーサ

→ たれさ定指にダイバロプ SND スレドアバーサ
　。いさだくてし定設を

● 89swodniW/59swodniW 、で PI/PCT が2重
るいてれさ録登に

→ 13.P→ にです PI/PCT 不はルートスンイは合場るあが
続接とるいてれさルートスンイ数複。すで要

、でのるなくなきで 1 し除削は他てし残けだつ
。いさだくて

● いながルイァフ義定ムデモ
89/59

→ 22.P

0002
→ 56.P

→ 59swodniW らか 89swodniW ンョジーバに
っあでん込み組にです、にどな合場たしプッア
りあがとこるれさ除削がルイァフ義定ムデモた
すルートスンイをルイァフ報情ムデモ「。すま

。いさだくてしルートスンイてし照参を」る

● るいてっ違間が定設のクーワトッネプッアルヤイダ

→ 82.P

→ ィテパロプのクーワトッネプッアルヤイダ
ッリクをンョシプオ細詳の類種のバーサ、で

。すましに□てべすてしク
59swodniW オグロのへクーワトッネ「は

パ化号暗「」るすを縮圧アェウトフソ「」ン
の」う使をドーワス 3 、つ 89swodniW は

の続接のこ「」るす用使を化号暗のターデ「
の」るす録記をルイァフグロ 2 りあが目項のつ

クーワトッネはルコトロプるきで用使。すま
「でルコトロプ PI/PCT 。すましにみの」

　 PI/PCT 「、しクッリクをンタボ　定設 PI ヘ
。すましに□を」う使を縮圧ーダッ ネトーモリ

更変は」う使をイェウトーゲ「のクーワトッ
。んせまし
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1175-1. 困ったときのQ&A
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きとなんこ 策対と因原 ジーペ照参

ウくらくら『
や』ドーザィ
バくらくら『
ッアンョジー
し動起が』プ

いな
「 MOC ーポ

ロプの他はト
用使でムラグ
まいてれさ
示表と」。す

るれさ

● MOC アの他るす用使をトーポタンリプやトーポ
るいてし動起がンョシーケリプ

→ 。いさだくてし了終をンョシーケリプア

●『 53CR 『と』ドーザィウくらくら 53CR らくら
たしとうよし動起に時同を』プッアンョジーバく

→ 。んせまきで用使はに時同

● 信通で話電帯携はたま機親ズーリシスレヤイワ 中
るあで

→ 。いさだくてし了終を信通

ウくらくら『
が』ドーザィ

いなし動起
フ報情ムデモ
ンイのルイァ
でがルートス

いなき
中ンオグロ「
にーザーユの
トスニミドア
が限権ターレ
」んせまりあ
るれさ示表と

● 0002swodniW で rotartsinimdA いなが限権の

→

→

rotartsinimdA グロで名ーザーユるあの限権
。いさだくてし定設てし直しンオ

で作操の下以 rotartsinimdA くてしを定設の
。いさだ

パルーロトンコ［→］定設［→　　　　．１
。すまし択選を］ルネ　

ダをンコイア］ドーワスパとーザーユ［．２
。すましクッリクルブ　

ザーユ、はにう使をターュピンコのこ「．３
入をドーワスパと名ー　 まりあが要必るす力

。すましに　　を」す　
示指の面画、しクッリクをンタボ加追．４

。すまし定設てっがたしに　

バくらくら『
ッアンョジー
ーバので』プ
プッアンョジ

たし敗失が

● で中途のプッアンョジーバ 53CR 接のンコソパと
たれ外が続

→ 『度再、とあたし続接くし正 53CR くらくら
。いさだくてし行実を』プッアンョジーバ

● ルイァフのアェウムーァフるすプッアンョジーバ
るいてっ違間が

→ 071.P→ イァフのアェウムーァフ用プッアンョジーバ
。いさだくてし認確をル 53CR ァフの外以用

ではとこるすプッアンョジーバでアェウムー
。んせまき
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118 5-1. 困ったときのQ&A

きとなんこ 策対と因原 ジーペ照参

『 CRmretA
53 ィテーユ

の』集ィテリ
MOR-DC を
とあたし用使
がンコソパに
なくなし作動

る

●『 53CRmretA をーュニメの』集ィテリィテーユ
いないてし了終

→『 53CRmretA ュニメの』集ィテリィテーユ
らかてせさ了終を面画ー MOR-DC さ出り取を

あがとこるなくなし作動がンコソパ、といな
クをンタボ　了終　の面画ーュニメ。すまり

、しクッリ MOR-DC ンラスセクアのブイラド
らかてし認確をとこたえ消がプ MOR-DC 取を

。いさだくてし出り

ーターパイハ
ンイをルナミ
たしルートス

い

● 89swodniW/59swodniW きとるす認確を定設の
。すまし用使をルナミーターパイハはに

トスンイがルナミーターパイハはてっよにンコソパ
しルートスンイで順手の次、でのいないてれさルー

。すま

→ 931.P

→ パルーロトンコ［→］定設［→　　　　．１
。すまし択選を］ルネ　

イア］除削と加追のンョシーケリプア［．２
。すましクッリクルブダをンコ　

［．３ swodniW しクッリクをブタ］ルイァフ
。すま　

クをンタボ　細詳　、し択選を」信通「．４
。すましクッリ　

てしクッリクを」ルナミーターパイハ「．５
　　 　、しに　 KO 。すましクッリクをンタボ　

「きとのこ　 MOR-DC さ示表と」すで要必が
、は合場たれ　 swodniW の MOR-DC ッセを

。すましト　

mretA 定設の
やらか初最を

いたし直り
きとたし入購
どもに態状の

いたし

● 53CR 録登設増、しだた。すまし化期初を定設の
もに態状の時入購が値定設のてべすの外以定設の

。いさだく意注ごでのるど → 241.P
→ TA 「のドンマコ nF&TA し行実をドンマコ」

。すま

し用使で外海
いた

● 53CR いてしと提前をとこるす用使で内国本日は
本日たま。んせまきで用使はで外海、めたる

語 SO 。んせまきで用使はで外以
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1195-2. Atermについてのお問い合わせ
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お願い�
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122 5-3.アフターサービス
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お願い�
● 一部拠点において営業時間、定休日が異なる場合があります。ご利用

の際には事前にお問い合わせください。

RC35_5章(113-130) 00.2.18, 4:09 PM127
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6．付録

ワイヤレス子機間で内線データ通信する場合の設定や、ATコマン
ド、用語などを紹介します。

接続する親機の選択

内線データ通信

ハイパーターミナル

ATコマンド

RC35をバージョンアップする

RC35仕様

用語集

Windows® 95はMicrosoft® Windows® 95 operating systemの略です。
Windows® 98はMicrosoft® Windows® 98 operating systemの略です。
Windows® 2000はMicrosoft® Windows® 2000 operating systemの略です。
Windows® CEはMicrosoft® Windows® CE operating systemの略です。
WindowsNT® 4.0はMicrosoft® WindowsNT® operating system Version 4.0の略です。
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132 6-1. 接続する親機の選択

6-1. 接続する親機の選択
1台のRC35を最大4台のワイヤレスシリーズ親機の子機として増設登録できま
すが、その中で同時に通信ができるのは1台です。
増設登録した複数の親機の中から接続する親機を指定します。設定はハイパーター
ミナルでおこないます。

システム番号の設定

ワイヤレスシリーズ親機は増設登録の際、RC35のシステム番号10～13
に登録します。親機が1台の場合はシステム番号10に登録します。複数台
の親機を登録した場合は以下の手順で切り替えます。

パソコンを起動し、RC35をPCカードスロットに取り付けます。

［ハイパーターミナル］を起動します。（「6-3. ハイパーターミナルを
使う」→P.139）

次のATコマンドを入力し、登録されているシステム番号を確認します。

AT＃SY?

→現在使用しているシステム番号が表示されます。

次のATコマンドで通信する親機を指定します。

AT＃SY1＝システム番号10～13

〈例〉システム番号11に登録した親機に切り替える場合

AT＃SY1＝11

→［ハイパーターミナル］画面に「OK」と表示されます。

［ハイパーターミナル］を終了します。

お願い�
● ハイパーターミナルの操作については、「6-3. ハイパーターミナルを

使う」（→P.139）を参照してください。
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6-2. 内線データ通信
ワイヤレスシリーズ親機（AtermWM56、IW50/D、WX1、IW60、IW60HS
DSU）に増設登録された子機どうし、または親機に接続されているパソコンに対
して内線でデータのやりとりができます。また内線データ通信を利用してファイル
やプリンタを共有することができます。
子機はRC35のほかに、AtermRS20などのリモートステーションが利用できます。

■ 親・子機間通信

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC35
IW50/D

■ 子機間通信

ワイヤレスシリーズ親機�

RC35

リモート�
ステーション�

PIAFS32K�
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134 6-2. 内線データ通信

発信のしかた

ワイヤレスシリーズ親機のデータポートの内線番号は81、子機は親機への
増設登録の際に内線番号91～96のいずれかが割り当てられます。内線番
号を指定して内線データ通信をします。

〈ダイヤルアップでの発信〉

ダイヤルアップネットワークの［プロパティ」で「市外局番とダイヤル
のプロパティを使う」を □ にし、「電話番号」に内線番号と以下の文字
を付けて発信します。（Windows® 95/Windows® 98 →P.51、
Windows® 2000→P.91、Windows® CE→P.107）

先信通 機親るす由経 信通ターデ
類種の 信発

信通間機子・親

D/05WI K46SFAIP に後の号番線内
「 DP るけ付を」

,06WI,D/05WI
USDSH06WI K23SFAIP

に後の号番線内
「 FP るけ付を」

信通間機子
,D/05WI,65MW

,06WI,1XW
USDSH06WI

K23SFAIP

〈ATコマンドでの発信〉

■ 親機への発信

先信発 信通ターデ
類種の TA ドンマコ

D/05WI K46SFAIP DTA ＊＃ DP18

,06WI,D/05WI
USDSH06WI K23SFAIP DTA ＊＃ FP18

RC35_6章(131-141) 00.2.22, 3:55 PM134



1356-2. 内線データ通信

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

■ 子機への発信（PIAFS32K）

機�親�る�す�由�経� 号�番�線�内�機�子� T�A� ド�ン�マ�コ�

6�5�M�W�
1�9�

～
�

6�9�

D�T�A� ＊�＃� F�P�1�

～
�

D�T�A� ＊�＃� F�P�6�

,�0�6�W�I�,�1�X�W�,�D�/�0�5�W�I�
U�S�D�S�H�0�6�W�I�

1�9�

～
�

6�9�

D�T�A� ＊�＃� F�P�1�9�

～
�

D�T�A� ＊�＃� F�P�6�9�

お知らせ�
● 着信のときは相手からの通信速度を自動的に判別して着信します。

お願い�
● 詳細はワイヤレスシリーズ親機の取扱説明書を参照してください。
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136 6-2. 内線データ通信

ファイルの共有

RC35などの子機を接続したWindows95/Windows98/Windows2000
のパソコンとIW50/Dを接続したWindowsNT® 4.0のパソコン間で、ファ
イルまたはプリンタの共有ができます。

PIAFS32K�
または�

PIAFS64K RC35
IW50/D

（#＊81）�

（#/91）�
PC1 PC2

WindowsNT4.0
（データポート）�

ネットワークコンポーネントの確認

ファイルを共有する各パソコンに、「NetBEUI」が組み込まれているかそれ
ぞれ確認します。

→［設定］→［コントロールパネル］を選択します。

［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。
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［ネットワークの設定］タブをクリックします。

→［ネットワークの設定］画面が表示されます。

「現在のネットワークコンポーネント」に次のものが含まれているか確
認します。

NetBEUI
Microsoftネットワーククライアント
Microsoftネットワーク共有サービス

   キャンセル　ボタンをクリックし、［ネットワーク］画面を終了します。

お願い�

● WindowsNT4.0の場合は、あらかじめ「RAS（リモートアクセス
サービス）」を組み込んでおく必要があります。またRASの設定で
着信とリモートアクセスを許可するように設定しておきます。ネット
ワークプロトコルはそれぞれの環境に合わせて、NetBEUIプロトコ
ルまたはTCP/IP プロトコルを組み込みます。RAS については
WindowsNT4.0の取扱説明書を参照してください。
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138 6-2. 内線データ通信

「NetBEUI」が組み込まれていることを確認したあとに

共有するフォルダ名またはプリンタ名をPC1またはPC2（パソコン
名例）に設定したあと、各パソコンを再起動します。

● 共有設定については、パソコンの取扱説明書を参照してください。

PC2からPC1へダイヤルアップ接続します。

〈例〉RC35から IW50/Dへの発信

「電話番号」に「＃＊81」を入力

〈例〉IW50/Dから内線番号91のRC35への発信

「電話番号」に「＃/91」を入力

PPPによる認証をおこないます。

→ ［検索］→ ［ほかのコンピュータ］を選択します。

［検索：コンピュータ］画面の「名前」に「PC1」または「PC2」を
入力し、　検索開始 ボタンをクリックします。

→  で指定したフォルダ名またはプリンタ名が表示されます。
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6-3.  ハイパーターミナルを使う
Windows95/Windows98/Windows2000に添付されている『ハイパーターミ
ナル』という通信ソフトを使って、ATコマンドを入力することができます。ATコ
マンドを使って接続の確認や設定の変更ができます。
ハイパーターミナルがパソコンにインストールされていない場合は、「5-1. 困った
ときのQ&A」（→P.118）を参照してインストールしてください。

接続を確認する

RC35とパソコンが正しく接続されているか確認します。

パソコンを起動し、PCカードスロットにRC35を取り付けておき
ます。

 →［プログラム］→［アクセサリ］→［通信］→［ハイパー
ターミナル］を選択します。

● Windows95の場合は  →［プログラム］→［アクセサリ］
→［ハイパーターミナル］を選択します。

→［Hyper Terminal］ウィンドウが表示されます。

［Hypertrm.exe］アイコンをダブルクリックします。

→［接続の設定］画面が表示されます。

「名前」に任意の名前を入力し、   OK   ボタンをクリックします。

● ここでは「test1」と入力します。
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140 6-3. ハイパーターミナルを使う

「電話番号」に任意の数字（例：0 ）を入力し、「接続方法」で
「AtermRC35」を選択して   OK   ボタンをクリックします。

→［接続］画面が表示されます。

  キャンセル   ボタンをクリックします。

→［ハイパーターミナル］ウィンドウが表示されます。

パソコンのキーボードから半角で「ati3」と入力し、  キーを押します。
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「AtermRC35 NEC Corporation」と表示されれば、RC35は正し
く接続されています。

● 上記表示が出ないときは「5-1. 困ったときのQ&A」（→P.114）を
参照してください。

［ファイル］→［ハイパーターミナルの終了］を選択します。

→「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」と表示されます。

  はい   ボタンをクリックします。

 いいえ  ボタンをクリックします。

→ハイパーターミナルが終了します。

お知らせ�

● ATコマンドの詳細は「6-4. ATコマンド」（→P.142）を参照して
ください。
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142 6-4. ATコマンド

6-4.  ATコマンド
ATコマンドは米国Hayes社が自社用モデムのために開発した非同期端末用自動発
着信方式の通信ソフトウェアの一種で、コマンドのほとんどが「AT」で始まるとこ
ろからこう呼ばれています。
AtermはATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンドの一部や独自のコマンドをサ
ポートしています。
ATコマンドを使ってRC35の状態を確認したり、設定を変更することができます。

ATコマンドの使い方

Windows95/Windows98/Windows2000に標準で添付されている「ハ
イパーターミナル」を使用します。
ハイパーターミナルの操作については、「6-3. ハイパーターミナルを使う」
（→P.139）を参照してください。
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ATコマンドの構成

ATコマンドは「コマンド」「Sレジスタ」「リザルトコード」の3つから成
り立っています。

コマンド

パソコンからRC35に対して動作を指示するときに「ATコマンド」を使い
ます。
ATコマンドは次の形式で入力します。

AT コマンド CR LF

● コマンドは半角の英数字を入力します。

● 英字は大文字か小文字のどちらかに統一して入力します。大文字・
小文字を組み合わせて用いることはできません。

　 ○ AT　at　　　　× At 　aT

● 最大256字以内で複数のコマンドを連続して入力できます。256
字を超えた場合は「ERROR」をパソコンに返します。

● コマンドによってはコマンドのうしろにパラメータが必要なものが
あります。パラメータが省略されると値は「0」とみなされます。

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切り
になります。復帰文字はS3レジスタで変更できますが、通常はそ
のまま使います。

●「LF」は改行文字で、省略できます。改行文字はS4レジスタで変
更できますが、通常はそのまま使います。

● コードはASCIIを使用します。

● AtermはATコマンドからパソコンのデータポート速度、データ
ビット長、パリティを自動的に判別し、それに合わせます。

● コマンドは次の3種類があります。

○ 共有ATコマンド： 親機経由、携帯電話接続の両方で使える
コマンド

○ 携帯用ATコマンド：RC35を携帯電話に接続したときに使う
コマンド

○ 子機用ATコマンド：RC35をワイヤレスシリーズ親機の子機
として使用するときに使うコマンド
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144 6-4. ATコマンド

Sレジスタ

コマンドを実行する際に参照するのが「Sレジスタ」です。
Sレジスタは、自動発着信の動作を規定する各種のパラメータ（RING回数、
時間、文字）を格納するレジスタで、Sレジスタの内容を指定することによっ
て、発着信動作を詳細に規定することができます。
Sレジスタの内容は「ATSn」コマンドで変更できます。

リザルトコード

パソコンからRC35に対して実行したコマンドの結果や着信の報告を「リ
ザルトコード」といいます。
リザルトコードの形式はVコマンドで設定します。次の2種類があります。

■ 英語表示のリザルトコード（初期値）

CR LF リザルトコード CR LF

（英語）
●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切り

になります。復帰文字はS3レジスタで変更できますが、通常はそ
のまま使います。

●「LF」は改行文字です。改行文字はS4レジスタで変更できますが、
通常はそのまま使います。

● コードはASCIIを使用します。

■ 数字表示によるリザルトコード

リザルトコードが数字表示になっていると通信できない場合があります。
　

リザルトコード CR

（数字）

●「CR」（改行キーやreturnキー）は復帰文字で、コマンドの区切りに
なります。復帰文字はS3レジスタで変更できますが、通常はそのま
ま使います。復帰文字を変更すると通信できない場合があります。

● コードはASCIIを使用します。
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 RC35が対応するATコマンド

◎ ：コマンド実行時に設定を保存し、電源を切っても設定が保持されます。
○ ：＆Wコマンドを実行すると電源を切っても保持されます。

種
類 ドンマコ 容内 備

考
種
類 ドンマコ 容内 備

考

共共共共共
用用用用用

A 信着動手

共共共共共
用用用用用

nK& 御制ーロフトーポルアリシ ○

/A 行実再ドンマコ P& 示表号番局自

D 信発 nS& 路回 RD 御制 ○

nE 定設ーコエ ○ nW& 録登のへリモメ性発揮不

H 断切 nY& ドーロトーオリモメ ◎

nI ドーコ置装 nBS# 定設知通号番者信発 ○

nO 帰復へドーモンイランオ S¥ 示表値定設タスジレ

nQ 表ドーコトルザリタプダア
チッイス示 ○ nV¥ 示表のドーコトルザリ ○

m=nS S 示表タスジレ nC% 定設ルコトロプ縮圧 ○

?nS S ドーリのタスジレ +++ ドーモドンマコンイランオ
行移へ

nU 定設の無有示表号番信発 ○

携携携携携
帯帯帯帯帯

nB T-UTI はたま格規 lleB 格規
択選の ○

nV 御制ドーコトルザリ ○ nC 内圏・外圏／示表報情金課
定設示表 ○

nZ トッセリタプダア nF 定設度速線回衆公 ○

nC& 路回 DC 御制 ○ nX ダと択選のドーコ答応張拡
出検のンートルヤイ ○

nD& 路回 RE 御制 ○ nCP# 定設縮圧間ムデモ ○

nE& 定設の示表度速 ○ nA¥ PNM ズイサクッロブ大最
定設 ○

nF& トッセリルフ nC¥ フッバルブアイラリトーオ
定設のァ ○
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146 6-4. ATコマンド

種�
類� ド�ン�マ�コ� 容�内� 備�

考�
種�
類� ド�ン�マ�コ� 容�内� 備�

考�

携�携�携�携�携�
帯�帯�帯�帯�帯�

nG¥ ム�デ�モ�の�時�ド�ー�モ�ル�マ�ー�ノ�
定�設�御�制�ー�ロ�フ�間� ○�

携�携�携�携�携�
帯�帯�帯�帯�帯�

Q- 択�選�ク�ッ�バ�ル�ー�ォ�フ�動�自� ○�

nN¥ 設�を�ド�ー�モ�作�動�正�訂�ー�ラ�エ�
定� ○� E: 2�3�.�V� ー�ザ�イ�ラ�コ�イ�正�補�

択�選� ○�

nX¥ 0�1�P�N�M� 定�設� ○� ! 示�表�態�状�の�話�電�帯�携�の�在�現�

A% タ�ク�ラ�ャ�キ�ク�ッ�バ�ル�ー�ォ�フ�
定�設� ○�

子�子�子�子�子�
機�機�機�機�機�

m=nSP# 定�設�ド�ー�モ�ブ�ー�セ�ー�ワ�パ� ○�

nE% ト�リ�動�自�と�タ�ニ�モ�質�品�線�回�
定�設�ン�イ�レ� ○� ?nNS# 示�表�号�番�線�内� ○�

=ON+ 定�設�示�表�由�理�時�断�切� m=nYS# 定�設�の�ド�ー�モ�信�通� ○�

M) の�ル�ベ�レ�号�信�の�で�線�回�衆�公�
択�選�整�調�動�自� ?YS# 示�表�の�態�状�の�ド�ー�モ�信�通�

 ＊�H （�定�設�度�速�続�接� 0�1�P�N�M� ）�○�

共用ATコマンド

A
機能 手動着信
書式 ATA
解説 着信処理を行う。
パラメータ なし

A/
機能 直前に実行したコマンドの再実行
書式 A/　(ATは付与しないこと)
解説 直前に実行したコマンドを再実行する。このコマンドは｢/｣で

終了しなければならない(2キャラクタ完結)。また、ENTERの
入力は不要。

パラメータ なし

D
機能 発信
書式 ATD
解説 このコマンドに続くパラメータに従って発信する。コマンド実

行中にキャラクタを受信した場合は発信を中止する。
パラメータ L：最終番号の再ダイヤル（システム指定付発信の再ダイヤル

も含む。）
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0～9、＃、＊、(、)、-、SPACE：電話番号
（ただし電話番号中の(、)、-、SPACEは無視する。）
発サブアドレスを付けて発信する場合及びダイヤルオプション
を指定して発信する場合は、S104レジスタで設定されたキャ
ラクタ（初期値：#）で区切り、それ以降を発サブアドレスま
たはダイヤルオプションとする。
着サブアドレスを付けて発信する場合はS103レジスタで設
定されたキャラクタ（初期値：＊）で区切りそれ以降を着サブ
アドレスとするが、S104レジスタで設定されたキャラクタが
ある場合はその直前までとする。
ATD（ダイヤルなし） ：エラー
ATD（ダイヤルあり） ：S141,S142レジスタに従って

発信
ATDT：ATD（ダイヤルあり）と同一のコマンドとみなす。
ATDP：ATD（ダイヤルあり）と同一のコマンドとみなす。
ATD（ダイヤル番号）PF ：PIAFS32Kで発信する。
ATD（ダイヤル番号）PD：PIAFS64Kで発信する。
ATD（ダイヤル番号）PC ：携帯電話（9600bps）で発信する。

En
機能 エコー設定
書式 ATEn(n=0,1) デフォルト：1
解説 エコーバックするか否かを指定する｡
パラメータ 0：エコーバック無し

1：エコーバック有り

H
機能 切断
書式 ATH
解説 呼の切断処理を行う｡
パラメータ なし

In
機能 認識コード
書式 ATIn(n=0,1,2,3,4)
解説 認識コードを表示する。
パラメータ 機器固有情報。

0 :  504853
1 :  PHS
2 :  0000
3 :  AtermRC35 NEC Corporation
4 :  製品バージョンを表示
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On
機能 オンラインモードへ復帰
書式 ATOn(n=0,1,2～)
解説 現在通信している通信モード(9600bps通信モードor内線通

信モード)のオンラインコマンドモード（エスケープモード）か
ら、オンラインモードへ戻る。

パラメータ ＜9600bps通信中＞
0：オンライン状態への復帰
1：オンライン状態へのリトレイン後、復帰
2以上： パラメータ0と同等の動作を行う
＜内線通信中＞
パラメータに関わらず、オンライン状態への復帰

Qn
機能 アダプタリザルトコード表示スイッチ
書式 ATQn(n=0,1) デフォルト:0
解説 DTEへのリザルトコードを表示するかどうか設定する。
パラメータ 0：アダプタリザルトコードを表示する

1：アダプタリザルトコードを表示しない

Sn=m
機能 Sレジスタの表示
書式 ATSn=m(n:Sレジスタ番号 ,m:値)
解説 アダプタはSレジスタn番にDTEより入力された値mを書き

込む。
パラメータ n ：レジスタ番号

m：設定値
n,mは10進数で指定する。

Sn?
機能 Sレジスタのリード
書式 ATSn?（nはSレジスタ番号）
解説 Sレジスタn番の値をDTEへ表示する。
パラメータ n：レジスタ番号

nは10進数で指定する。

Un
機能 発着信番号表示有無の設定
書式 ATUn(n=0,1,2,3) デフォルト:0
解説 アダプタが着信した時、自分の電話番号や相手の電話番号(着

ID)を表示するか否かを設定する。
本コマンドはATQ0, ATV1の場合に有効となる。

パラメータ 0：発信番号の表示無し、着信番号の表示無し
1：発信番号の表示有り、着信番号の表示無し
2：発信番号の表示無し、着信番号の表示有り
3：発信番号の表示有り、着信番号の表示有り
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リザルトコード 着信時にRINGに続けて、
発信番号においては

　 [CR][LF]CALLING-ID=発アドレス/発サブアドレス[CR]
[LF]

着信番号においては
[CR][LF]CONNECTED-ID=着アドレス/着サブアドレス
[CR][LF]

が表示される。

Vn
機能 リザルトコード制御
書式 ATVn(n=0,1) デフォルト:1
解説 全てのリザルトコードを数字表記または英文字表記に設定する。
パラメータ 0：数字表記(10進)

1：英文字表記

Zn
機能 アダプタリセット
書式 ATZn(n=0,1)
解説 すべてのレジスタをAT&Wnであらかじめ不揮発性メモリに記

憶された内容に戻す。本コマンドは、単独コマンドとする。通
信中に本コマンドが入力された場合、回線の切断処理を行う。

パラメータ 0 ： 不揮発性メモリ0の内容で初期化する。
1 ： 不揮発性メモリ1の内容で初期化する。

&Cn
機能 回路CD制御
書式 AT&Cn(n=0,1) デフォルト:1
解説 DTEへの回路CD信号の動作条件を選択する。
パラメータ ＜9600bps通信中＞

0 ：CDは常にオン
1 ：CDは相手モデムからのキャリアが検出されている間オン
＜子機通信中＞
0 ：回路CD信号常時オン
1 ：PIAFSリンクが張られているときはオン

&Dn
機能 回路ER制御
書式 AT&Dn(n=0,1,2,3) デフォルト:2
解説 アダプタはDTEから受け取る回路ER信号がオン/オフ遷移し

た時の動作を選択する。
パラメータ 0：ＥＲ信号の状態を無視する（常にオンとみなす）

1：ＥＲ信号がオンからオフに変わるとオンラインコマンド状
態になる

2：ＥＲ信号がオンからオフに変わると回線を切断し、オフラ
インコマンド状態になる

3：ＥＲ信号がオンからオフに変わると電源投入時と同じ状態
になる(Zコマンド実行)
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&En
機能 速度表示の設定
書式 AT&En(n=0,1) デフォルト:0
解説 速度の表示を行う場合に、速度表示を無線区間の回線速度とす

るか、DTEシリアル速度とするかを設定する。(AT¥V1～6設
定時に有効)

パラメータ 0：回線速度を表示する
64Kデータ通信の場合：CONNECT 64000
32Kデータ通信の場合：CONNECT 32000
9600bps通信の場合：CONNECT 9600

1：DTEシリアル速度を表示する

&Fn
機能 フルリセット
書式 AT&Fn(n=0,1,2) デフォルト:0
解説 現在のレジスタ設定値と不揮発性メモリを工場出荷時のパラ

メータに復元する。通信中に本コマンドが入力された場合、回
線の切断処理を行う。

パラメータ 0：現在のレジスタ設定値を工場出荷時のパラメータに復元する。
1：現在のレジスタ設定値とメモリ0を工場出荷時のパラメー

タに復元する。
2：現在のレジスタ設定値とメモリ1を工場出荷時のパラメー

タに復元する。

&Kn
機能 シリアルポートフロー制御
書式 AT&Kn(n=3,4) デフォルト:3
解説 アダプタとDTEの間のフロー制御を設定する。
パラメータ 3：RS/CS（ハードウェア）フロー制御。

4：XON/XOFF（ソフトウェア）フロー制御。

&P
機能 自局番号表示
書式 AT&P
解説 外部接続したドッチーモ（携帯）/携帯電話の自局番号および

子機内線番号を表示する
表示形式
携帯電話自局番号が1111、子機内線番号が91の場合
PDC-ID=1111  OS-ID=91

&Sn
機能 回路DR制御
書式 AT&Sn(n=0,1) デフォルト:0
解説 回路DR信号の制御を設定する。
パラメータ 0：常時オン

1：ER信号オン時にDR信号オン
　 ER信号オフ時にDR信号オフ
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&Wn
機能 不揮発性メモリへの設定記憶
書式 AT&Wn(n=0,1) デフォルト:0
解説 アダプタは現在の設定値を記憶する。
パラメータ 0：現在のアダプタの状態を不揮発性メモリ0に書き込む

1：現在のアダプタの状態を不揮発性メモリ1に書き込む

&Yn
機能 メモリオートロード
書式 AT&Yn (n=0,1) デフォルト：0
解説 電源が投入されたときに有効となる不揮発性メモリ0、1のい

ずれかの選択を設定する。
パラメータ 0：電源投入時に不揮発性メモリ0を読み出し

1：電源投入時に不揮発性メモリ1を読み出し

#SBn
機能 発信者番号通知設定
書式 AT#SBn(n=0,1) デフォルト:1
解説 発信者の番号を相手に通知する／しないを設定する。
パラメータ 0：通知しない

1：契約者番号を通知する

￥S
機能 レジスタ設定値表示
書式 AT¥S
解説 レジスタ設定値を表示する

￥Vn
機能 リザルトコードの表示
書式 AT¥Vn（n＝0, 1, 2, 3, 4, 5, 6）　デフォルト：0
解説 リザルトコードの表示形式を設定する。
パラメータ 0：CONNECTのみ表示

1：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）を表示
2：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）＋無線区間

プロトコルを表示
3：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）＋無線区間

圧縮を表示
4：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）＋公衆回線

キャリア速度を表示
5：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）＋公衆回線

プロトコルを表示
6：CONNECT＋回線速度（またはシリアル速度）＋公衆回線

圧縮を表示
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%Cn
機能 圧縮プロトコル設定
書式 AT%Cn（n＝0, 2）　デフォルト：2
解説 データ圧縮プロトコルを設定する。
パラメータ 0：圧縮なし

2：V.42bis

+++
機能 エスケープシーケンス（オンラインコマンド状態への移行）
書式 +++
解説 DTEにOKリザルトコードを表示し、オンライン状態からオン

ラインコマンド状態に移行する。エスケープガード時間（S12
レジスタ）で設定した時間以上入力がなく、エスケープガード
時間内にエスケープキャラクタ（S2レジスタ）3文字を検出
し、その後エスケープガード時間入力がない場合のみエスケー
プシーケンスとみなす。

携帯用ATコマンド

Bn
機能 ITU-T規格またはBell規格の選択
書式 ATBn（n=0,1） デフォルト：0
解説 通信規格 ITU-TまたはBellの選択を行う。
パラメータ 0:ITU-T規格指定

1:Bell規格指定

Cn
機能 課金情報（通話料金）、圏外/圏内表示
書式 ATCn（n=0,1,2,3） デフォルト:0
解説 ＜課金情報表示＞

ドッチーモ携帯電話での通信、携帯電話での通信終了時、通信
にかかった料金を次の形式で表示する。
CHARGE=n（nは2桁以上の数字、単位は円）
通信途中に何らかの原因で突然回線が切断された場合などに
は、通話料金が表示されない場合（「＊＊」と表示）がある。
ATC1、C3を設定した場合、着信時に「O」が表示される場
合がある。
＜圏外/圏内表示＞
携帯電話接続時、圏外/圏内表示情報を次の形式で表示する。

圏内→圏外 「OUT OF SERVICE」
圏外→圏内 「IN DATA SERVICE」

パラメータ 0：送受信データ量表示または課金表示しない、圏外/圏内表
示しない

1：送受信データ量表示または課金表示する、圏外/圏内表示
しない

2：送受信データ量表示または課金表示しない、圏外/圏内表
示する

3：送受信データ量表示または課金表示する、圏外/圏内表示
する
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Fn
機能 公衆回線速度の選択
書式 ATFn(n=0～10) デフォルト：0
解説 指定されたパラメータに従って回線速度を選択する｡
パラメータ 0：自動検出モードを選択

1：回線速度として、Bコマンド設定に従ってV.21 または
Bell103を選択

3：回線速度として、V.23送信75bps受信1200bpsを選択
4：回線速度として、Bコマンド設定に従ってV.22 または

Bell212A 1200bpsを選択
5：回線速度として、V.22bis 2400bpsを選択
6：回線速度として、V.32またはV.32bis 4800bpsを選択
7：回線速度として、V.32bis 7200bpsを選択
8：回線速度として、V.32bisまたはV.32bis 9600bpsを

選択
9：回線速度として、V.32bis 12000bpsを選択
10：回線速度として、V.32bis 14400bpsを選択

Xn
機能 拡張応答コードの選択とダイヤルトーンの検出
書式 ATXn(n=0,1,2,3,4) デフォルト:4
解説 9600bps通信モード時ビジートーン、ダイヤルトーン検出の

設定
パラメータ 0,1：ビジートーン検出無し、ダイヤルトーン検出無し

2 ：ビジートーン検出無し、ダイヤルトーン検出有り
3 ：ビジートーン検出有り、ダイヤルトーン検出無し
4 ：ビジートーン検出有り、ダイヤルトーン検出有り

#PCn
機能 モデム間圧縮プロトコル設定
書式 AT#PCn (n=0,1,2,3) デフォルト：1
解説 9600bps通信モード時モデム間圧縮設定を行う
パラメータ 0：データ圧縮無し

1：MNP5データ圧縮とV.42bisデータ圧縮の両方が可能。
V.42bisデータ圧縮が優先

2：MNP5データ圧縮
3：V.42bisデータ圧縮

￥An
機能 MNP最大ブロック長の設定
書式 AT¥An（n＝0, 1, 2, 3）デフォルト：3
解説 MNP接続をするとき、ブロックサイズを設定する。
パラメータ 0：MNP最大ブロック長を64バイト

1：MNP最大ブロック長を128バイト
2：MNP最大ブロック長を192バイト
3：MNP最大ブロック長を256バイト
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¥Cn
機能 オートリライアブルバッファの設定
書式 AT¥Cn（n＝0, 1, 2） デフォルト：2
解説 オートリライアブルモードで着信したとき、約5秒間で相手の

モデムがMNPをサポートしているか、サポートしていないか
を判断する。
この間に、相手モデムからMNPリンク要求以外のデータを受
信したときデータをバッファに入れるか入れないかを指定する。

パラメータ 0：リンク確立の間は、データをバッファに入れない
1：リンク確立の間でも、データをバッファに入れる
2：リンク確立の間でも、データをバッファに入れる
フォールバック機能有効

¥G
機能 ノーマルモード時のフロー制御の選択(XON,XOFF)
書式 AT¥Gn（n＝0, 1） デフォルト：0
解説 ノーマルモード時の公衆回線間のXON,XOFFフロー制御の設

定を行う
パラメータ 0：公衆回線間のフロー制御をしない

1：公衆回線間のフロー制御をする

¥Nn
機能 エラー訂正モードの設定
書式 AT¥Nn（n＝ 0, 2, 3, 4, 5）デフォルト：3
解説 エラー訂正動作モードを設定する
パラメータ 9600bps通信時

0：ノーマルモードを選択
2：リライアブル（エラー訂正）モードを選択
3：オートリライアブルモードを選択
4：LAPMエラー訂正モードの選択
5：MNPエラー訂正モードの選択

¥Xn
機能 MNP10選択
書式 AT¥Xn（n＝0, 1） デフォルト：0
解説 MNP10の使用の有無を設定する。
パラメータ 0：MNP10を使用する

1：MNP10を使用しない

%A
機能 フォールバックキャラクタ設定
書式 AT%An（n＝0, 1～127）デフォルト：0
解説 MNPまたはLAPMにおいてオートリライアブルモードで相手

モデムから送られてくるフォールバックキャラクタを設定する
パラメータ 0：設定しない

1～127：10進のASCIIコードで設定する
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%En
機能 回線品質モニタとオートリトレインの設定
書式 AT%En（n＝0, 1, 2, 3）デフォルト：2
解説 オートリトレインの使用を設定する
パラメータ 0：オートリトレインを行わない

1：オートリトレインを行う
2：回線モニタリングする、フォールバック/フォールフォワ

ドしない
3：回線モニタリングする、フォールバック/フォールフォワ

ドする

+NO=
機能  切断理由表示の設定
書式 AT+NO=n（n＝0, 1） デフォルト：0
解説 回線切断時の切断理由を表示する。

相手応答なし
NO CARRIER:RECEIVED NO ANSWER

相手圏外/電源OFF
NO CARRIER:RECEIVED NO RESPONSE

通話停止/ドニーチョ時間外
NO CARRIER:RECEIVED NO SERVICE

相手が着信拒否
NO CARRIER:RECEIVED REFUSED

発呼番号先が欠番
NO CARRIER:RECEIVED NOT FOUND NUMBER

CD信号OFF検出による切断
NO CARRIER:RECEIVED CD-OFF

ER信号OFF検出による切断
 NO CARRIER:RECEIVED ER-OFF

ATH0コマンドによる切断
NO CARRIER:RECEIVED ATH0

通信サービス圏外
NO CARRIER:OUT OF SERVICE

(注意) +NO=コマンドは&Fなどの初期化コマンドで初期化さ
れない

パラメータ 0：切断理由表示しない
1：切断理由表示する

)M
機能 公衆回線での信号レベルの自動調整選択
書式 AT)Mn（n＝0, 1） デフォルト：1
解説 ¥N3、¥X0のときに、MNP10で接続を試みる場合の信号レ

ベルを自動調節するかを選択する。
パラメータ 0：MNP10接続時に信号レベルの自動調節をしない

1：MNP10接続時に信号レベルの自動調節をする
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156 6-4. ATコマンド

＊H
機能 接続速度設定(MNP10)
書式 AT＊Hn（n＝0, 1, 2） デフォルト：0
解説 相手がMNP10の場合に接続動作を試みる速度を選択する
パラメータ 0：最高速のMNP10接続速度を選択

1：1200bpsのMNP10接続速度を選択
2：4800bpsのMNP10接続速度を選択

- Q
機能 自動フォールバック選択(MNP10)
書式 AT-Qn（n＝0, 1） デフォルト：1
解説 M N P クラス 1 0 での回線の状況が悪い場合に V . 2 2

(1200bps)、V.22bis(2400bps)へ自動フォールバックす
るかを選択する

パラメータ 0：V.22/V.22bisへのフォールバックを使用しない
1：V.22/V.22bisへのフォールバックを使用する

：E
機能 V.32補正イコライザー選択
書式 AT:En（n＝0, 1） デォルト：1
解説 ¥N3、¥X0のときにV.32補正イコライザーの使用を選択す

る
パラメータ 0：V.32補正イコライザーを使用しない

1：V.32補正イコライザーを使用する

!
機能 現在の携帯電話の状態表示
書式 AT!
解説 現在の携帯電話またはドッチーモの携帯電話の状態を表示する
パラメータ 圏外 ：OUT OF SERVICE

音声/データ待ち受け ：IN DATA SERVICE
通話/通信中 ：HAND SET IN USE
その他 ：ERROR
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子機用ATコマンド

#PSn=m
機能 パワーセーブモード設定
書式 AT#PSn=m(n=1,2,3 m=0,1,2) 　　デフォルト：1=2、

2=1、3=1
解説 パワーセーブモードを設定する。
パラメータ ｎ=1：LED表示

m=0：LED表示しない（常に消灯）
m=1：通信状態変化時及び電源投入時LED表示する
　（通信状態が変化後及び電源投入後10sで消灯する）
m=2：常時LED表示する

n=2：発信モード
m=0：発信モード
m=1：発着信モード
m=9：Aterm接続モード

n=3：圏外節電モード
m=0：なし
m=1：あり

#SNn?
機能 内線番号表示
書式 AT#SNn?(n=10～13)
解説 子機の電話番号を表示する。
パラメータ n：自営システム番号

     10～13

＃SYn=m
機能 通信モードの設定
書式 AT＃SYn=m
解説 子機の通信モードの設定を行う。
パラメータ n：システム設定種別

1：子機を一括指定する
m：モード　SYSTEM番号

自営　 10～13
例 システム番号を11に変更する場合　　AT＃SY1＝11

＃SY?
機能 通信モードの状態の表示
書式 AT＃SY?
解説 子機の通信モード状態を表示する。
パラメータ [CR][LF][SYSTEM番号][CR][LF]

m：モード　SYSTEM番号
自営　 10～13
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Sレジスタ

種
類 ドンマコ 容内 位単 値期初 囲範定設

共
用

0S
数回出呼のでまるす信着動自

　0 いなし信着動自はきとの
数回出呼　 1 約は回 3 当相に秒

回 0 0～ 552

1S 間時出呼
るす納格を）秒（間時過経出呼の後信着　 － － －

2S タクラャキプーケスエ － 34 0～ 721

3S （ンータリジッリャキ RC のタクラャキ）
定設 － 31 0～ 721

4S （ドルーィフンイラ FL 定設のタクラャキ） － 01 0～ 721

5S （スーペスクッバ SB 定設のタクラャキ） － 8 0～ 23

7S
定設の間時ち待続接

合場いなが答応に内以間時定設、後信発　
るす断切は　

秒 05 1～ 95

21S 間時ドーガプーケスエ 05/1
秒

05
＝（ 1 ）秒 1～ 552

23S
NOX タクラャキ

可許信送の時御制ーロフトフソ　
（タクラャキ　 NOX るす定設を）

－ 71 0～ 721

33S
FFOX タクラャキ

止禁信送の時御制ーロフトフソ　
（タクラャキ　 FFOX るす定設を）

－ 91 0～ 721

携
帯

6S ）秒（間時機待大最のンートルヤイダ 5 5 0～ 552

8S ズーポルヤイダ ),( ）秒（間時 秒 3 0～ 552

64S
御制縮圧ターデ

　 :631 う行を正訂ーラエにずせ縮圧ターデ
　 :831 う行を正訂ーラエび及縮圧ターデ

－ 831 831,631

84S

24.V ルーロトンコンョシーエシゴネ
　0 し略省をンョシーエシゴネ： MPAL で

続接　　
　7 続接い行をンョシーエシゴネ：
　 821 略省をンョシーエシゴネ：

－ 7 821,7,0
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種
類 ドンマコ 容内 位単 値期初 囲範定設

子
機

68S 由理断切網
るす持保を由理たれさ断切らか網　 － 0 0～ 552

88S
由理断切タプダア

断切、合場たし断切を信通らかタプダア　
るす持保を由理たし　

－ 0 0～ 552

301S

り切区スレドアブサ着
合場るす信発てし加付をスレドアブサ着　

るす択選をり切区の　
　0 ／：
　1 ￥：
　2 ＊：

－ 2 0～2

401S

り切区スレドアブサ発
合場るす信発てし加付をスレドアブア発　

るす択選をり切区の　
　0 　＃：
　1 　％：
　2 ＆：

－ 0 0～2

141S
定設度速信通

　0： spbk23
　1： spbk46

－ 1 3,1,0

241S

spbk46 → spbk23 クッバルーォフのへ
定指

　0 能機クッバルーォフ： FFO
　1 能機クッバルーォフ： NO

－ 1 1,0

他のそ トーポサ未 － － －

S142レジスタ（フォールバック指定）

64K データ通信はPIAFS2.0 版のデータ通信方式に準拠し、通信速度
64kbps（実効速度58.4kbps）の高速データ通信を実現するサービスで
す。無線区間の32Kデータ通信スロットを2つ同時に使用することで、64K
データ通信を実現します。無線回線の状態によっては通信スロットを2つ確
保できず64Kデータ通信ができない場合があります。このような場合は
フォールバック機能により、自動的に32kbpsに通信速度を落として再ダ
イヤルすることができます。フォールバックの指定はS142レジスタでお
こないます。
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リザルトコード

接続リザルトコード

回線接続時に表示されるリザルトコードです。

記表字数 記表字文英 別種

01 0042

度速ルアリシ

11 0084

21 0069

61 00291

71 00483

81 00675

91 002511

76 sib24.V
縮圧間区線無

96 ENON

28 SFAIP

ルコトロプ線回線無58 46SFAIP

09 0069CDP

121 00023

度速線回221 00046

321 0069

102 003REIRRAC

度速アリャキ線回衆公

202 0021REIRRAC

302 0042REIRRAC

402 0084REIRRAC

502 0027REIRRAC

602 0069REIRRAC

702 00021REIRRAC

802 00441REIRRAC

902 00861REIRRAC

012 00291REIRRAC

RC35_6章(142-164)�� 0.2.22, 11:27 AM160



1616-4. ATコマンド

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

記表字数 記表字文英 別種

112 00612REIRRAC

度速アリャキ線回衆公

212 00042REIRRAC

312 00462REIRRAC

412 00882REIRRAC

512 00213REIRRAC

612 00633REIRRAC

032 ENON:LOCOTORP

ルコトロプ線回衆公
132 4PNM:LOCOTORP

232 MPAL:LOCOTORP

332 01PNM:LOCOTORP

042 ENON:NOISSERPMOC

縮圧線回衆公142 5PNM:NOISSERPMOC

242 sib24.V:NOISSERPMOC

RC35_6章(142-164)�� 0.2.22, 11:27 AM161



162 6-4. ATコマンド

リザルトコード

パソコンに表示されるリザルトコードです。

記表字数 記表字文英 容内 用適

0 KO 行実常正ドンマコ

用共

1 TCENNOC 了完続接

2 GNIR りあ信着

3 REIRRACON 断切線回

4 RORRE ーラエドンマコ

6 ENOTLAIDON 出検未ンートルヤイダ

7 YSUB ージビ先手相

8 REWSNAON しな答応先手相

D ESUNITESDNAH 中話通 帯携

F DEYALED 制規ルヤイダリ 用共

301 YDAERTON 示表内間時制規ルヤイダリ 機子

401 ECIVRESFOTUO 外圏
用共

501 ECIVRESNI 内圏

601 ESNOPSERONSP しな答応
機子

701 NOITCIRTSER 中制規信発

021 ECIVRESATADNI 態状能可用利

帯携

421 RETCARAHCTCERROCTON
7:HTGNEL 致一不性属ターデ

521 ENON:TIBYTIRAPTCERROCTON 致一不性属ターデ

621 1:TIBPOTSTCERROCTON 致一不性属ターデ

721 ATADTCERROCTON
ENON:NOISSERPMOC 致一不性属ターデ

－ 8765432130=DI-GNILLAC 信発 DI 示表
用共

－ 8765432130=DI-DETCENNOC 信着 DI 示表

－ 061=EGRAHC 示表金料 帯携
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網切断理由（S86レジスタ）

記表字数 由理断切

00 しな由理断切

10 番欠

11 害障的時一

61 断切常正

71 ージビザーユ着

81 しなスンポスレザーユ着

91 中出呼ザーユ手相

02 外圏ザーユ手相

12 否拒信通

22 更変号番者入加

72 障故末端手相

82 トッマーォフ号番効無

43 しなルネャチ／線回可用利

83 害障網

24 輳輻機換交

44 可不用利ルネャチ／線回求要

88 致一不性属末端
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アダプタ切断理由（S88レジスタ）

記表字数 由理 容内

00 断切線回の常通 断切線回の常通

10 突衝信着発 合場の突衝信着発

30 足不報情号番 合場の足不報情号番

40 トウアムイタ信発動手 合場のトウアムイタ信発動手

50 トウアムイタ信発動自 合場のトウアムイタ信発動自

60 外圏 合場るいに所場いなか届が波電のらか機親

01 7S タるよにタスジレ
トウアムイ 7S 合場たしトウアムイタがマイタのタスジレ

51 他のそ 合場いなし当該もにれ何

05 否拒求要信発 合場いなきで信発

25 致一不ムテスシ 合場いなし致一がターメラパムテスシ

35 障故 合場の中障故

45 し無答応 合場いなし答応

55 中用使 合場の中録登置位／中信通

06 不正訂り誤間タプダア
致一

SFAIP.1 合場いなが答応、し対に求要期同
SFAIP.2 合場たし敗失にンョシーエシゴネの

16 SFAIP 了終常異 SFAIP 由理の外以断切常正がクンリターデの
合場たれさ放開りよに

17 RE 断 に中信通はたま中信発 RE たし出検をフオ号信
合場

27 よに力入ーキの中信発
断切る

で中信通はたま中信発 SFAIP 、に中立確期同
合場たれさ断切が呼りよに断切常正のらか機子

37 トータスリ 合場たしトータスリが機子
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6-5. RC35をバージョンアップする
添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35らくらく
バージョンアップ』を使うと、RC35をバージョンアップし、新しい機能を追加す
ることができます。
バージョンアップできるのはWindows95/Windows98/Windows2000を搭載
しているパソコンにRC35を接続している場合です。WindowsCE搭載のモバイ
ルギアⅡではバージョンアップできません。

らくらくバージョンアップのインストール

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』に収録されている『RC35
らくらくバージョンアップ』をパソコンにインストールします。

● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては手順や画
面が異なることがあります。

パソコンを起動し、RC35をPCカードスロットに取り付けます。

添付CD-ROM『AtermRC35ユーティリティ集』をパソコンにセッ
トします。

→「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面が表示されます。

● すでにCD-ROMがセットされていた場合は、いったんCD-ROMを
取り出してから再度セットしてください。

● CD-ROMをセットしてもメニュー画面が表示されないときは「ファイ
ル名を指定してインストールする」（→P.168）を参照してください。

  RC35らくらくバージョンアップ  ボタンをクリックします。
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166 6-5. RC35をバージョンアップする

→［AtermRC35らくらくバージョンアップインストーラ］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

  次へ   ボタンをクリックします。

画面に表示されている内容を読んでから   次へ   ボタンをクリックし
ます。

らくらくバージョンアップのインストール先を指定します。
表示されているインストール先でよければそのままにします。変更する
場合は  参照  ボタンをクリックし、インストール先を指定します。
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   次へ   ボタンをクリックします。

→「インストールが完了しました。」と表示されます。

  完了   ボタンをクリックします。

●「READMEの表示」を  にしておくと、メモ帳が起動してらくら
くバージョンアップについての説明が表示されます。内容を確認した
らメモ帳を終了します。

「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画面の   終了   ボタン
をクリックします。

→AtermRC35ユーティリティ集のメニューが終了します。

CD-ROMドライブのアクセスランプが消えたのを確認し、CD-ROM
を取り出します。

お願い�

● らくらくバージョンアップはNECが独自に提供するサービスであ
り、すべての機能をバージョンアップで対応することを保証するもの
ではありません。

● ファームウェアをダウンロードする際の通信費用はお客様の負担にな
りますので、あらかじめご了承ください。
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ファイル名を指定してインストールする

CD-ROMをセットしても「AtermRC35ユーティリティ集」のメニュー画
面が表示されないときは、以下の手順でインストールを実行してください。

 →［ファイル名を指定して実行］を選択します。
→［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

「名前」に半角文字で次のように入力します。

Q:¥UTIL¥RC35¥Setup.exe
↑
CD-ROMドライブ名を指定

  OK   ボタンをクリックします。

→らくらくバージョンアップのインストールがはじまります。

お知らせ�

● CD-ROMのドライブ名はパソコンによって異なります。ドライブ名が
わからないときは、次の操作でCD-ROMドライブを確認します。
1［ファイル名を指定して実行］画面で   参照   ボタンをクリック

します。
→［ファイルの参照］画面が表示されます。

2「ファイルの場所」の  をクリックし、CD-ROMドライブを選
択します。

3ドライブ名を確認したら  キャンセル  ボタンをクリックします。
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バージョンアップの実行

RC35の不揮発性メモリに記憶されているプログラムをファームウェアとい
います。『RC35らくらくバージョンアップ』を使ってAtermのホームペー
ジから最新のファームウェアをダウンロードし、RC35をバージョンアップ
します。

● Windows98を例に説明します。お使いの環境によっては手順や画
面が異なることがあります。

ほかのアプリケーションを使用しているときは、そのアプリケーショ
ンを終了します。

 →［プログラム］→［AtermRC35らくらくバージョンアッ
プ］→［RC35らくらくバージョンアップ］を選択します。

→［RC35らくらくバージョンアップ］画面が表示されます。

  ホームページにアクセス  ボタンをクリックします。

→プロバイダに接続してブラウザソフトが起動し、自動的に［AtermStation］
画面が表示されます。

AtermStationのバージョンアップメニューからRC35用ファーム
ウェアを選択し、画面の指示に従います。

ダウンロードしたファイルを保存する場所を指定します。

● ファイルを保存する場所はメモするなどして記録しておいてください。

→ファイルがダウンロードされ、パソコンに保存されます。
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  OK   ボタンをクリックします。

［ファイル］→［終了］を選択し、ブラウザソフトを終了します。

タスクトレイの［ダイヤルアップネットワークモニタ］アイコンをダブ
ルクリックし、 切断  ボタンをクリックして回線の接続を切断します。

→［らくらくバージョンアップ］画面にもどります。

 キャンセル  ボタンをクリックし、らくらくバージョンアップを終了
します。

ダウンロードしたファイルを確認します。

ダウンロードしたファイルは自己解凍形式で圧縮されています。ダブ
ルクリックすると解凍できます。

● 解凍後のファイル名と保存場所をメモするなどして記録しておいてく
ださい。

再度  →［プログラム］→［AtermRC35らくらくバージョ
ンアップ］→［RC35らくらくバージョンアップ］を選択し、RC35
らくらくバージョンアップを起動します。

→［RC35らくらくバージョンアップ］画面が表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→RC35に記憶されている現在のファームウェアのバージョンが表示されます。

  次へ   ボタンをクリックします。

→［ファームウェアファイルの指定］画面が表示されます。
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  参照   ボタンをクリックし、ダウンロードしたファイルを指定します。

  次へ   ボタンをクリックします。

→バージョンアップするファームウェアの情報が表示されます。

  実行   ボタンをクリックします。

→［バージョンアップ終了］画面が表示されます。
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  終了   ボタンをクリックします。

P.21またはP.63を参照して、RC35をPCカードスロットから取
り出します。

もう一度RC35をPCカードスロットに取り付けます。

→バージョンアップしたファームウェアが使用できるようになります。

お知らせ�

● RC35にすでに記憶されているファームウェアのバージョンより古
いバージョンのファームウェアをインストールしようとすると警告が
表示されます。

お願い�

● バージョンアップの途中でエラーが発生した場合は処理を中断し、ら
くらくバージョンアップを再起動してはじめからやり直してください。

● RC35用以外のファームウェアをRC35で使用することはできませ
ん。またRC35用のファームウェアをその他の機種で使用すること
もできません。あやまってバージョンアップを実行すると、正しく動
作しなくなります。
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6-6. RC35仕様

目項 能機びよお元諸 考備

公
衆

線回用適 （網信通動移ルタジデ oMoCoDTTN ）

格規信通 72-DTSRCR 拠準

機話電続接

oMoCoDTTN 話電帯携
　 （式方ルタジデ zHM008 ）む含をモーチッド・

ルタジデ（ンホィテシ　 zHG5.1 ）
　 spb0069 種機応対信通ターデ

ブーケの付添はに続接○
用使をル　

○ 可不は信通トッケパ

度速信通 spbk6.9

自
営

線回用適
続接線回りよに機親

　 65MW 線回入加：時
　 D/05WI ：時 SNI トッネ 46

信通線無 RCR － 82DTS （3 拠準）版
0.2SFAIP （版 23/46 ）

○ spbk46 線無時続接
効実　 ：度速 spbk4.85

○ spbk23 線無時続接
効実　 ：度速 spbk2.92

度速信通

機親 65MW 合場の
　 spbk46 高最度速効実時続接 pbk65 s
　 spbk23 高最度速効実時続接 spbk2.92
機親 D/05WI 合場の

　 spbk46 高最度速効実時続接 spbk4.85
　 spbk23 高最度速効実時続接 spbk2.92

○ 65MWmretA 信通の
よに況状の線回は度速　

るな異り　
○ 1XW 、 06WI ズーリシ

は合場の　 spbk23 続接
みの　

正訂ーラエ 0.2SFAIP 版

ターデ 縮圧
/ 長伸 sib24.V

末端続接

2.4VADIEJ/1.2AICMCP たし応対に降以 CP カ
たし載搭をトッロスドー wodniW/59swodniW s

89 0002swodniW/ ンコソパるす作動が
0.3orPCP/HECswodniW 対たし応対に

応 CEN アギルイバモ Ⅱ： ,025R-CM,007R-CM
023R/CM 種機各の

成平○ 21 年3 の点時月
種機認確　

度速末端 ：期同非 6.75/4.83/2.91/6.9/8.4/4.2
　　　　 2.511/ （ spbk ）

法寸形外 約 (6.901 Ｗ)× (0.45 Ｄ)× (3.9 Ｈ mm) く除部起突○

量質 約 gK50.0

源電 V5CD ± V5.0 給供りよ末端続接○

力電費消 約 Wm036 下以 動変りよに況状用使○

境環作動 度温 0～ 04 度湿　度 01 ～ 09 ％ とこいなし露結○

準基術技
定認合適

　　号番証認　 T　 PJ9600-00A
　　　　　　　 R　 3400AAZI
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PCMCIA/JEIDA
（ピーシエムシーアイエー／ジェイダ）

日本とアメリカの企業によって作られ
たPCカードの規格を決定している団
体。

PDC

Personal Digital Cellularの略。デ
ジタル携帯電話のこと。

PIAFS（ピアフ）

PHS Internet Access Forum
Standardの略。高品質のデータ通信
方式の開発のために標準化された規
格。

TCP/IP（ティーシーピーアイピー）

大学や研究機関などのネットワーク用
に開発された通信プロトコル。TCPと
IPの2つのプロトコルを組み合わせた
もので、インターネット上の通信の基
本となっている。

URL（ユーアールエル）

Uniform Resource Locatorの略。
インターネット上に置かれているホー
ムページなどの位置を特定するための
記述方法。一般的にホームページ
（Web）アドレスと呼ばれるものは、そ
の一例。

V.42bisデータ圧縮

通信関係の規格を認定するITU(Inter-
national Telecommunication
Union/国際電気通信連合)に登録され
ている圧縮方法。

A～Z

AT（エーティー）コマンド

米ヘイズ・コンピュータ・プロダクツ
社によって開発されたモデムを制御す
るためのコマンド（命令）。このコマン
ドと互換性のあるモデムは、モデムに
接続したパソコンなどの機器から設定
内容を制御することができる。

bps（ビーピーエス）

Bit per secondの略。１秒間に送信
できるビット数を表す通信単位。

COM（コム）ポート

Communication port の略。RS-
232Cとも呼ばれる。モデムなどを接
続し通信をおこなうためのシリアルイ
ンタフェース。

DNS（ディーエヌエス）

Domain name systemの略。IPア
ドレスを検索し取得するためのシステ
ム。

ID（アイディー）登録

無線機能を備えたワイヤレス子機（マ
ルチモバイルカードやリモートステー
ション）をワイヤレスシリーズ親機に
増設登録すること。

IP（アイピー）アドレス

インターネットに接続できるアドレス
の総称。電子メールなどの受発信地を
特定するためのインターネット上の番
地。

6-7. 用語集

RC35_6章(173-184) 00.2.18, 4:17 PM174



1756-7. 用語集

ご
使
用
の
前
に

W
indow

s95/W
indow

s98

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
2
0
0
0

を
お
使
い
の
方
は

W
in
d
o
w
s
C
E

を
お
使
い
の
方
は

困
っ
た
と
き
に
は

付
　
録

WindowsCE

Microsoft社が開発した携帯情報端末
用OS（Operating System）。操作
はWindows95と似ているが、専用の
アプリケーションが付属しファイル容
量はコンパクトに設計されている。
WindowsCEを搭載したマシンを「ハ
ンドヘルドPC」と呼ぶ。

WWW（ダブリュダブリュダブリュ）

World Wide Webの略。HTMLなど
のタグ付きテキストを共通の表現手段
にして、各ネットワーク間をアクセス
可能にしたネットワークシステム。

あ行

アクセスポイント

プロバイダまたはパソコン通信サービ
ス業者に接続するための中継地点また
は電話番号。

さ行

自己解凍形式

圧縮ファイルにそのファイルの解凍プ
ログラムを組み込んで圧縮すること。
圧縮ファイルが自動的に解凍するの
で、解凍プログラムがなくても解凍で
きる。

た行

ダイヤルアップ

アナログ電話網、INSネット64など
の公衆網を使ってインターネットに接
続すること。

デジタル移動通信網

携帯電話専用の移動通信網。

デュアルリンクワイヤレス通信

NEC独自の通信方式。リモートステー
ションのデータポートに接続されたパ
ソコンから無線2チャネルを使って最
大64kbpsの高速データ通信が可能。
ワイヤレスシリーズ親機とリモートス
テーションのデータポート間の内線
データ通信およびプロトコル変換モー
ド(非同期/同期PPP変換)によって、
インターネットのアクセスポイントと
も簡単に接続できる。

同期

データ伝送において、送信側と受信側
の間でタイミングを合わせること。

は行

パスワード

ユーザ IDを他人に利用されないよう
に、ユーザ本人が設定する文字や数字
などの総称。ユーザIDがネットワーク
上に公開される名前とすると、パス
ワードはユーザ IDの利用者が本人で
あることを特定するための暗号。

ファームウェア

Atermに内蔵されているフラッシュ
メモリ（不揮発性メモリ）に書き込ま
れるソフトウェアのこと。新しいバー
ジョンのファームウェアを書き込む
と、新機能を使用できるようになる。

プリインストール

パソコンのハードディスクにあらかじ
めプログラムがインストールされてい
ること。
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176 6-7. 用語集

ブラウザソフト

大規模なデータ群から目的のデータを
検索・表示するためのソフトウェアの
総称。WWWではInternet Explorer
（インターネットエクスプローラ)、
Netscape Navigator（ネットスケー
プナビゲータ)がよく知られている。

プロトコル

コンピュータでデータ通信を行うため
に必要な規約の総称。

プロトコル変換モード

PHS データ端末やリモートステー
ションからの32kbpsまた64kbps
PIAFSデータをAtermでいったん終
端して、通信相手のモードに合わせて、
非同期データまたは同期データに変換
するモードのこと。通常のターミナル
アダプタやPIAFSでは対応していな
いアクセスポイントと通信ができる。

プロバイダ

インターネットへの接続を代行する会
社の総称。正式にはネットワーク・サー
ビス・プロバイダ。ユーザはダイヤル
アップまたは専用回線でプロバイダに
接続し、インターネットへ接続する。

や行

ユーザID

ユーザを識別するための文字や数字な
どの組み合わせの総称で、ネットワー
ク上の名前のようなもの。ユーザIDを
他人に利用されないためにパスワード
と併わせて利用される。

ら行

リモートステーション

Atermシリーズ親機の子機として増設
されるAtermのことで、PHSと合わ
せて最大6台まで増設登録できる。こ
の機能を使えばAtermどうしでワイヤ
レス通信が可能になるので、離れた場
所の電話機やパソコンを無線で使うこ
とができる。
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A

Administrator .................. 65, 72
AtermRC35ユーティリティ集

......................................... 16, 22, 35,
39, 65, 77

AtermStation .................. 14, 58, 99,
112, 120,
169

Atermについてのお問い合わせ
......................................... 119

ATコマンド ....................... 142, 174
　構成 ................................. 143
　使い方.............................. 142

B

BIGLOBE ........................... 42, 80
BIGLOBEインフォメーションダイヤル

.........................................表3
BIGLOBEカスタマーサポート

.........................................表3
bps ...................................... 174

C

CD-ROM ............................ 16
COMポート ....................... 174

D

DNS .................................... 174

F

FAX情報サービス ............. 121

I

ID登録 ................................ 174
Internet Explorer ............ 15, 58, 59,

99, 111
IPアドレス ......................... 106, 174

L

LEDランプの表示 ............. 18

M

Microsoftネットワーククライアント
......................................... 31

N

NECサービスステーション（SS）
......................................... 124

NECパーソナルコミュニケーション
インフォメーションセンター

.........................................表4, 119
Netscape Navigator ..... 15, 58, 99

O

Outlook Express ............ 15, 59

P

PCMCIA ............................. 20, 62, 102,
174

PCカードスロット............ 20, 62, 102
PCカードスロット接続コネクタ

......................................... 17
PCクリーンスポット .......表4, 127
PDC .................................... 47, 85, 174
PDC用クイックナンバー... 47
PIAFS ................................. 174
PIAFSスルーモード ......... 14, 51, 91,

107
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Q

Q&A .................................... 114

R

RC35接続コネクタ ......... 18

S

S142レジスタ ................. 159
Sレジスタ .......................... 144

T

TCP/IP ............................... 31, 174

U

URL .................................... 174

V

V.42bisデータ圧縮 ......... 174

W

Windows2000................ 61
Windows95 ..................... 19, 25
Windows98 ..................... 19, 22
WindowsCE ...................... 101, 175
WWW ................................. 175

あ

アクセスポイント ........175
アダプタ切断理由 ........164
新しいハードウェア...... 26
アナログAP .................. 47
アフターサービス ........122
安全に正しくお使いいただくために
...................................... 2

い

インターネットに接続する
......................................... 15, 55, 96

インフォメーションサービス
.........................................表4, 119

お

親機経由でインターネットに接続する
......................................... 10, 42, 80

親機経由で使うには .......... 14, 80
親機の選択.......................... 132
親・子機間通信 .................. 13, 133

か

各部の名前とはたらき ...... 17

き

基地局 ................................. 12

け

携帯電話でインターネットに接続する
......................................... 12, 46, 84

携帯電話接続ケーブル ...... 16, 18
携帯電話接続コネクタ ...... 18
携帯電話を接続して使う .. 14
ケーブル接続コネクタ ...... 17
現地調整.............................. 122
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こ

交換機 ................................. 12
子機間通信.......................... 13, 133
コマンド.............................. 143

し

自己解凍形式 ...................... 170, 175
システム番号の設定 .......... 132
仕様 ..................................... 173

せ

接続 ..................................... 20, 62, 102
接続コネクタ ...................... 18
接続の確認.......................... 55, 96
接続リザルトコード .......... 160

そ

増設登録.............................. 14, 132

た

ダイヤルアップ .................. 175
ダイヤルアップアダプタ .. 31
ダイヤルアップサーバーの種類

......................................... 53
ダイヤルアップネットワーク

......................................... 28

つ

通信速度.............................. 11

て

できること.......................... 10
デジタル移動通信網 ........... 12, 173,

175
デバイスドライバウィザード

......................................... 25
デュアルリンクワイヤレス通信

......................................... 175
電子メールソフト .............. 15

と

同期 ..................................... 175
同期AP ............................... 42, 80
ドッチーモ.......................... 12, 173
取り付け.............................. 20, 62, 102
取り外し.............................. 21, 63, 103

な

内線データ通信 .................. 13, 133

ね

ネットワークとダイヤルアップ接続
......................................... 87

ネットワークの設定 .......... 28, 104
ネットワークプロトコル .. 31

は

ハイパーターミナル .......... 139
パケット通信 ...................... 12
箱の中身.............................. 16
パスワード.......................... 175
発信のしかた ...................... 134

ひ

日ごろのお手入れ .............. 5
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ふ

ファームウェア .................. 169, 175
ファイル名を指定してインストールする

......................................... 39, 77, 168
ブラウザ.............................. 15
ブラウザソフト .................... 176
ブラウザソフトのアイコン .. 59
プリインストール .............. 175
フロッピーディスク .......... 16
プロトコル.......................... 176
プロトコル変換モード ...... 14, 51, 91,

107, 176
プロバイダ.......................... 15, 176
プロバイダの設定 .............. 49

ほ

訪問サービス ......................表4, 128
訪問サポートサービス ...... 128
ホームページを見る........... 58, 99, 111
保守 ..................................... 122
保証書 ................................. 16
本書について ...................... 6
本体 ..................................... 16, 17

ま

マルチモバイルカード ...... 10

む

無線区間速度 ...................... 51
無線ポートの設定 .............. 14

も

網切断理由.......................... 163
持ち込み修理先 .................. 124
モデム情報ファイル .......... 16, 22, 65
モバイルギアⅡ .................. 11, 103

ゆ

ユーザ ID ............................ 176

よ

用語集 ................................. 174

ら

らくらくウィザード
　インストール .................. 35, 73
　使わないで設定 .............. 49, 87
　設定 ................................. 35, 40, 72,

78
らくらくバージョンアップ ... 165
　インストール .................. 165
　実行 ................................. 169

り

リザルトコード .................. 162
リモートステーション ...... 13, 133
リモートネットワークの設定

......................................... 104

わ

ワイヤレスシリーズ親機 .. 10, 132
ワイヤレスターミナルアダプタ

......................................... 10
ワイヤレスモデム .............. 10
ワイヤレス接続 .................. 10
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■輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格などには
準拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社は一切責任
を負いません。また、当社は本製品に関し、海外での保守サービスおよび技
術サポートなどはおこなっておりません。

■ ご注意

（１）本書の一部または全部を無断転載、無断複写することは禁止されています。
（２）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（３）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り、記載漏れなどお気付きの点がありましたらご連絡ください。
（４）本装置の故障、誤動作、不具合、あるいは停電などの外部要因によって、

通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきま
しては、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

Windows、WindowsCEは米国Microsoft Corporationの米国及び、その他の
国における登録商標です。
Netscape Navigatorは米国Netscape Communications Corporationの
登録商標です。
その他の各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

 © NEC Corporation 2000
日本電気株式会社の許可なく複製、改変などをおこなうことはできません。
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